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○議長（野口 俊明君） おはようございます。

一般質問の２日目となりました。皆さん、いい質問をよろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

本日は、昨日に引き続き一般質問を行います。

⋞ ⋞

日程第１ 一般質問

○議長（野口 俊明君） ７番、大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。おはようございます。日本共産党の大森正治です。

本日のトップということで、今回は１問質問をお願いいたします。じっくりと議論し、

そして、ともに考えていきたいと思います。

テーマは、保育士の処遇改善をということで、よろしくお願いいたします。

保育所は、父母の子育てを支援する重要な拠点であります。そこで働く保育士さんは、

子供の成長を保障する任務を負っておられます。そして長時間労働や持ち帰り残業をも

いとわずに、献身的な保育活動をしていらっしゃるというふうに私は見ております。そ

れにもかかわらず、保育士の賃金は低く抑えられております。保育士の賃金は、全産業

平均と比べましても月給が約１０万円も低く、１０年勤務の正規の保育士でも十五、六

－１０６－



万円台であるといいます。これは保育関係の労働組合による全国調査ということであり

ます。これでは経済的に自立した生活は困難ではないかというふうに私は強く思います。

まさにワーキングプアと言わざるを得ません。

さらに、保育士の非正規化が進み、半数以上が非正規職員という自治体が多くなって

おります。特に本町の場合ですけども、これは２０１１年、５年前の調査ではあります

が、７７％が非正規保育士ということで、県内で、大きな声で言えませんが、ワースト

ワン、５年前ですけど、という実態があります。

また、保育現場では、１日の勤務時間全てを子供の保育に当たらなければならないた

めに、教材の準備とか保護者との連絡、相談、保育計画や記録の作成等々は勤務時間外

にならざるを得ず、サービス残業や持ち帰り残業などをせざるを得ないといいます。こ

のような劣悪な待遇、労働条件のもとでは、いわゆる潜在保育士、これが資格があって

も保育の仕事を希望しようとせず、低賃金、労働条件の厳しさが保育士不足の要因にな

っておるということを聞いております。これは全国的な傾向として聞いております。保

育士の待遇、処遇改善は国の責任で行わなければならない急務の課題ではありますが、

地方自治体としても何らかの対策を講じなければならない課題だと私は考えます。

そこで、次の点について伺います。１つ目、本町の保育士の正規⋞非正規状況、賃金、

勤務実態など、労働条件の現状はどうなっておりますでしょうか。２つ目に、このよう

な状況を町長はどのように認識し、どうしようと考えておられますでしょうか。３つ目、

町行政として、どのような保育士の処遇改善が可能だと考えていらっしゃいますでしょ

うか。お願いします。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） おはようございます。きょうもよろしくお願いをいたし

ます。

大森議員さんの保育士の処遇改善をとの御質問の中で、１番目の本町の保育士の正規

⋞非正規状況、賃金、勤務実態など労働条件の現状はどうかという御質問について、教

育委員会よりお答えをいたします。

まず、保育士の正規⋞非正規状況ですが、平成２８年度、ことしですね、の保育所の

職員体制は、給食関係を除きまして正職員が２９名、嘱託職員が２１名、臨時職員が３

５名、パート職員が３０名で、合計１１５名が勤務をしております。正職員を除く職員

の総数は８６人となり、その割合は７５％となります。職員の配置につきましては、国

及び県が定めております配置基準に沿って行っておりまして、正職員以外の職員がクラ

ス担任を持たなければならない場合は嘱託職員を配置しておりますし、また、家庭支援

の業務にも嘱託職員を充てております。臨時職員は、主に保育補助の業務を行っており

ます。そのほかには、一時保育とか支援の必要な児童への加配も臨時職員で対応してお
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ります。パート職員は、早朝保育とか夕方保育、延長保育、そして職員の休憩のときの

かわりなど、短時間の保育業務を行っております。

保育所の運営につきましては、現在、保育ニーズへの対応として、以前から開所時間

を早め、延長保育、乳児保育、一時保育など、各種保育サービスの充実に努めてまいり

ました。また、昨年の４月からは、子ども⋞子育て支援新制度が施行されたことにより、

保育の標準時間に認定されました児童は、最長、最も長くて１１時間保育所を利用する

ということができるようになりました。保育所の開所時間が長くなれば、当然職員の勤

務も早番や遅番、延長保育など、多様な勤務形態をとらなければなりません。職員の数

が手薄になる時間帯など、臨時職員やパート職員で対応するということはもう避けて通

れない状況でございます。

このほか臨時職員を配置しなければならない要因として、議員も御存じのように、現

在、３歳未満児の入所が非常にふえてきているということも上げられると思います。保

育士の配置基準では、ゼロ歳児の児童には３人の子供に１人の保育士、１歳児には ５

人に１人、２歳児には６人の児童に１人、３歳児になりますと１５人に１人、４歳、５

歳児には３０人の児童に１人の保育士を配置するということが定められております。こ

のように未満児を保育するには多くの保育士を配置する必要がありますが、未満児の入

所希望というのは、出生数にもよりますが、年によって大きく変動する傾向があります

ので、毎年１０月に行っております入所希望の取りまとめの結果に基づきまして次年度

の職員配置というものを計画いたします。ということで、なかなか予測が難しいという

事情もございます。

次に、職員の賃金についてお答えをいたします。

正職員の給料につきましては、役場などの一般職の給料表を使用しておりますので、

一般職と同様というふうに考えております。嘱託職員及び臨時職員の賃金も、同じく町

の規定に基づいて決定をいたしております。臨時職員につきましては、保育士の資格や

幼稚園教諭の免許を有する職員は、資格を有しない職員より時給単価というものは、少

しですが、引き上げております。また、本年度からクラス担任を担っていただく嘱託職

員には、少しですが、担任手当というものを支給しております。

最後に、勤務実態についての御質問にお答えをいたします。

先ほども少し述べさせていただきましたが、保育所職員の勤務形態は開所時間に合わ

せてシフト制をとっております。早朝や延長保育など、園児も少なく職員が少なくなる

時間帯は臨時職員を配置して対応しております。時間外勤務は、所属長が勤務命令をし

た場合に認めております。具体的には、職員会、園内研修、また、大きな行事、運動会

とか発表会などの準備をするときなどになるかと思います。全国的に保育士不足と言わ

れておりますが、大山町も例外ではありません。今後も、保育士の確保と保育所が働き

やすい職場であるように運営に努めていきたいと存じております。以上でございます。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。
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○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。おはようございます。本日もよろしくお願いを申し上げ

ます。

大森議員より保育士の処遇改善をということで、私のほうでは２番目と３番目につい

てお答えをさせていただきます。

２点目の現状をどのように認識をし、どのようにしようと考えているかということで

ございますが、全国的な状況は、これまでの新聞やテレビの報道により種々の問題があ

るというふうに認識をいたしております。ただ、大森議員が質問で述べておられます中

で、保育士の賃金が低く抑えられ、全産業平均と比べて月給が約１０万円も低く、正規

の保育士でも１０万円から１６万円台であるとおっしゃっておりますけれども、本町の

正規の保育士は一般職の給料表と同じものを使用しておりますので、賃金水準も同じで

あるというふうに存じております。本町では、正規職員の処遇につきましては、これま

で人事院勧告、国、県などの状況を勘案して対応してきているところでございますが、

近年、国からの要請として、人事院勧告、国などの状況だけではなく、地場の給料水準

も勘案した対応を求められているところでもございます。県外の自治体でありますけれ

ども、保育士の給料の官民格差を解消するため、自治体保育士の給料表に、行政職の給

料表とは別個の新たな給料表を導入する動きも始まっていると聞いているところであり

ます。全国の動きを注視したいなというふうに思っております。

議員より、ある団体が平成２３年に調査された結果において、保育士について、非正

規職員の割合が県内の自治体の中で最も多いということでございますけれども、そのこ

ろは保育士の早期退職が重なった時期でもあったことや、また、１０園ありました保育

所統合をする時期でもあったことも一因ではないかなというふうに思うところでありま

す。これまでにも非正規職員の処遇につきまして質問をいただいて御説明をいたしてお

りますけれども、同じ団体による平成２４年度の調査によりますと、非正規の保育士の

平均年収の金額、これは県内の自治体との比較において上位の金額となっていると認識

をいたしております。

３点目の非正規の保育士の処遇をどのようにするか、どのような処遇改善が可能かと

いうことでありますが、今年度、担任を持つ保育士について担任手当を支給するように

いたしたところであります。今後も、国の動向、近隣市町村の動向を勘案しながら対応

してまいりたいと考えているところであります。

以上で終わります。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） これから幾つか具体的な点についてもお伺いしたいと思

いますけども、まず、労働条件についてお伺いしたいと思うんですが、その中でも賃金
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についてですね。

先ほどの町長答弁にもありましたけども、ちょっと細かいところを聞きますが、資料

をいただいたところでは、嘱託職員につきましては、初任給だと思いますけども、月額

給料が１４万１００円となっております。ちょっと私、調べてないのでお聞きしたい

んですけども、初任給で正規職員は幾らでしょうか。それからそれがさらに１０年勤務

した場合の賃金というのは大体どれぐらいになるでしょうか、嘱託、正規それぞれ示し

ていただければと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当よりお答えをさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） まず、初任給ということですけども、今ちょっと資料を持

ってきてないんではっきりわかりませんが、正職の場合１７万０００円ぐらいじゃな

かったかと思います。１０年たったときというものも、ちょっと資料がありませんので

わかりませんが、正職員の場合ですね、これは広報でも出しておりますけれども、平均

賃金が４ ９歳、昨年の４月ですけども、３１万７５９円ということで、１０年では

ありませんで、臨時職員の場合ですね、単年度契約という形ですので、自動的に１０年

勤めているから上がるというわけではありませんので、１０年後はどうだと言われても、

ちょっとお答えができないというふうになります。

○議員（７番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。今ありましたように、正規職員の資料によります

と、１０年後ですから、これはまだ比較的若い、さっき総務課長が言われた平均年齢、

約４４歳ですか、ということはかなり中堅、管理職の先生もいらっしゃるのかな、その

場合の賃金はわかりました。３０数万円というのがありますけども、もっと比較的若い

時期ですね、そのために今、１０年勤務後ぐらい、年齢にすれば３０代前半でしょうか、

子育て真っ最中、未婚の方もあると思いますけども、このごろは、そういう方の給料と

いうのが嘱託職員の場合は余り上がらないという今答弁がありましたので、やっぱり多

くても十五、六万円で抑えられているのかな、そこまでいかないのかもしれませんです

ね、やっぱり低いのかなというふうに思いますけども、正規職員との差がやはりあるな

というふうにも思います。そこの部分がやっぱり問題かなというふうに思うんですね。

正規職員は、先ほどもありましたように、一般の職員と同じ給与体系であるというこ

とですのでいいと思いますが、やはり非正規の特に嘱託職員についてもうちょっとここ

は考えなければならないなあというふうに思いますけども、特にクラス担任をしてらっ

しゃる嘱託職員の方が１８名いらっしゃるということですよね。嘱託職員は、そのほか
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３名だけが家庭、ごめんなさい、家庭支援ということですので、２１名の嘱託職員のう

ち、ほとんどがクラス担任を持ってらっしゃると。これは正規の保育士さんと同じです

よね。仕事内容も恐らく同じだろうと思いますし、子供に対する責任も同じだろうとい

うふうに思います。

そういうふうなことを考えましたら、今、政府のほうでも、同一労働、同一賃金とい

うことをやっと言い出しました、安倍さんね。当然だろうというふうに思うんですけど

も、幾ら身分が嘱託とはいえ同じ仕事をして同じ責任を持つということならば、やはり

そこは賃金もできるだけ差がないようにしなければならないじゃないかと、今、低いな

ら引き上げていくことも大事ではないかというふうに思うんですね。大山町の場合、今

年度から担任手当というのを嘱託職員に出したと。これは私も評価したいと思います。

一歩前進だと思います。ただ、額として、ちょっと聞いてましたら今出さなかったけど

も、出していいですか。０００円という、月額ね、ほかで聞いておりますので言いま

したが、気持ちだけかなというふうな気もしないではありません。でもないよりかはい

いというふうには思います。そういうふうなこの賃金を少しでも上げると、上げていく

ということを考えなければならないんですけども、その点、今後ですよね、嘱託職員さ

んの賃金を上げていくという方針をお持ちでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。雇用形態が異なるということがありますので、先ほどお

っしゃっておりますような状況、受け取っていただく額の異なるということはあるとい

うことであります。内容について、担当のほうからも、また述べさせていただくところ

かなというぐあいに思いますけれども、全体の周辺の状況等々を勘案しながら対応をし

てきているというところでありますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

○議員（７番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） 勘案をしていくということですので、いい方向で、上げ

る方向で考えないけんなという思いが感じられるなというふうに私はとらせていただき

ます。それは当然かなというふうにも思います。

それでは、次にね、賃金以外のところですけども、特別休暇につきましてです。特別

休暇いいますのは、忌引の場合とか夏季の場合の休みとか、夏季休暇、３日間ですか、

とか結婚の場合の特別休暇の期間、それから出産の場合の産前産後などなどいろいろあ

るわけですけども、これは正規の場合と比べてどうなんでしょうか、違いがあるんでし

ょうか、ちょっとその辺を教えていただきたいと思うんですが、具体的にお聞きしたが

いいんでしょうかね。どっか特休の条件で、条件じゃないです、特休で正規の場合と異

なる部分がありましたら示していただきたいんです。見ましたところ、出産につきまし

ては、産前産後８週間ありますので、これは同等かなというふうに私は思いますが、そ
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のほかの面ではどうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうで、わかる範囲内で答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） はい。休暇の面ですけれども、労働基準法で認められてる

部分については、それに沿ってやっておりますが、それ以外については、職員よりもか

なり少ない日数等に設定しております。あくまでも単年度での契約という形で考えてお

りますので、その中でのこれまでの積み上げの中で現在の状況になっているということ

です。

○議長（野口 俊明君） 大森議員さん、教育委員長と、それから町長に質問しておられ

ますんで、何かどっちが答えるかわからんような今表情もあるわけでありますんで、ど

ちら、どちらというようにあれしていただいたほうがいいかもしれません、答弁をする

人に対してですね。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） はい、大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） それはですね、私がわかればお聞きしますけども、今の

ようなことはどっちのほうが答えるかわからない場合もありますので、それで特に言っ

てませんので、わかれば指名させていただきます。

○議長（野口 俊明君） はい、お願いします。

○議員（７番 大森 正治君） やっぱり差があるということですね。具体的にどの部分

がというところまではいいです。嘱託職員ということで、日数にしても休暇にしても少

ないということがあります。産前産後８週間は、これは一緒ですよね。これだけが一緒

でしょうか、それ以外が嘱託職員の場合は少ないということですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 雇用の形態によって当然違うわけでありますけども、わかる範

囲内で担当のほうから答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 産前産後は一緒ですが、それ以外にも同等なものはありま

すけれども、全く一緒ではないものが多いです。あくまでも、それから臨時職員と嘱託

職員でもまたこれは違っておりますので、嘱託職員のほうが若干特別休暇の項目、日数

も多いというような形です。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。
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○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。そういう差があるということです。産前産後は同

じだということで、これは評価していい点だなというふうに私、思いますが。

それから、育児休業ですね、保育士さん、女性の方が多いわけですけども、かかわり

が深い育児休業についてですけども、嘱託職員さんの場合、１年以内というのが規定に

あるようです。雇用期間を通算して１年を超えているものが育児休業の取得を申し出た

場合は、子が出生した日から１歳に達するまでの日までの間、育児休業を承認するとい

うことですから、その期間は給料は支給しないということもあるわけですが、これは１

年以内ということのようですけども、正規職員の場合は大山町の場合、やっぱり全国的

には３年ですかね、大山町の場合も同じということでよろしいでしょうか、確認します。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうから答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） はい。正職員の場合は３年間とれます。で、嘱託職員につ

きましてですね、多分、僕の知っている範囲では、この育休を認めるというのはほとん

どないと思っております。ただ、１年大山町で認めているのはですね、出産後、希望が

あった場合、１年間解雇というのはよくないという法律もあるようですし、それから社

会保険のほうで何がしかの手当が出るということを聞いております。そういうことに対

応するために、１年間、無給ですけれども、育児休業を認めるというような形にしてお

ります。

○議員（７番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） この嘱託職員だから１年でというのが、ちょっとごめん

なさい、私もうまく理解できてないんですけども、私がね、やっぱり一般的に思う、直

感的に思うのは、ほぼ正規職員と同じ仕事、責任を持ちながらこの育児休業について差

があるというのは、ちょっとこれは納得できない部分があるというふうに思います。先

ほどの答弁では、実態がないというふうなことをおっしゃいましたけども、若い嘱託職

員さん、出産をされるような保育士さんも、嘱託職員の保育士さんもいらっしゃると思

いますけども、この１年とれるか、あるいは２年ぐらいとりたいけども１年しかとれな

いのでというのでは、あんまりにもこれ不合理ではないかなというふうに思うんですが、

この育児休業について正規職員と同等にはできないものなんでしょうかね、どうなんで

しょう。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。
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○町長（森田 増範君） できないものと思っております。

○議員（７番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） それは法律上でしょうかね、町の判断でそういうような

ことは、もうちょっと１年以上延ばすということは無理なわけですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 法律上できないかという明確に法律上って言われると、ち

ょっといろいろありますけれども、先ほど言いましたように、基本的に臨時さん、嘱託

さんの場合ですね、１年雇用です。それを前提に考えておりますので、３年間無給の育

児休業というのはちょっと理解に苦しむところなんですけれども、そういうところを整

理するためには、近隣の他の自治体でもやられておりますけれども、町から切り離して

ですね、指定管理なり民間委託をして対応すれば、その辺の処遇というのはもう少し整

理がつくというふうに思っております。あくまでも地方公務員法の中で動きますので、

そこをある程度拡大解釈しながらやってるのが現状ですので、それ以上の部分で余り対

応できない部分はあるということは御理解いただきたいというふうに思います。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） というやっぱり嘱託職員、非正規の保育士さんにはどう

しても制限があるということですので、正規の職員さんとどうしても差が出ざるを得な

いということですよね。この辺の不合理さについて、やはり私たちは考えていかなけれ

ばならないじゃないかというふうに思います。そのためにも、やはり非正規保育士さん

正規化というのが望まれるんではないかというふうに思います。そう簡単なことではな

いというふうに私も認識はしておりますけども、先ほどの実態もありましたように、特

に大山町の場合ですね、５年前は７７％、非正規の保育士さんの割合があると、これが

現在、５年後の現在でもですね、７５％の非正規雇用であると、正規は２５％です。

これですね、やっぱり考えていかなきゃならないと思うんですが、５年前のそのある

団体、これは県内の労働組合が全県調査したものですからかなり信憑性の高いものです

けども、そのときに境港市が２番目に悪くて、悪くというか、正規の関係でいえばです

ね、ワーストツーですけども、７５％だったんですよ。現在、大山町がそれと同じ７５

％の非正規雇用の割合であるという実態があるわけです。やはりこれはかなり高い率で

すし、それからですね、大山町の職員さん、全体の非正規職員の割合を見てみますと、

これも県内の労働組合の５年前の２０１１年の調査ですけども、役場全体では５０％の
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非正規職員なんですね。ところが、その中でも保育士さんは現在でも７５％の非正規職

員であるということを見ましても、異常に高い保育士の、保育士さんの非正規化が進ん

でるというか、そういう実態にあるというふうに見てとれます。この数字を見てですね、

町長、そして教育委員長さん、どうお考えでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうからも答えさせていただきますけども、また、教育

委員長のほうからも話が出ておったと思いますけども、数字ばかりでの捉え方では私は

いけないんじゃないかなと思っています。特に大山町におきましては、保育サービスの

充実という意味合いの中で、３園、拠点保育所においてはいろいろな事業を行っていま

す。早朝保育や、いろいろな取り組みをしていく中で、１日フルでお世話になる臨時職

員さんもあるわけですし、時間でそれぞれの都合の中で対応していただいている方々も

実はたくさんあります。自分自身がフルはできないけども、半日あるいは限られた時間

で対応してという方々もあるわけでありまして、そういった状況の中で大山町の保育サ

ービス事業を充実させていこうということの中で、結果的にパートの職員さん等にもお

世話になっているということでありますし、特に近年、ゼロ歳、１歳、２歳という入所

がふえてくるということの中で、結果的にさらに臨時の方々のお願いもしていかざるを

得ないという実態もあるということも御理解を願いたいと思っています。

担当のほうからお答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 先ほど５年前の調査を言われまして、近隣の自治体の名前

も出されましたけれども、僕の記憶が正しければ近隣の自治体のほうはですね、先ほど

言いましたように、民間のほうに指定管理を出されて、その正職に対する臨時の割合と

いうのはかなり減ってるというふうに思います。ですので、給与面はちょっとわかりま

せんけども、待遇面を確実に保障してですね、安心していただくという面では、そうい

う指定管理なり民間委託というのも一つの選択肢であろうなというふうに考えておりま

す。現在、今回陳情が出ておりますけれども、国のほうでは、行革を進める団体に対し

てですね、交付税を厚くするというような今、交付税の対応も考えておりますので、な

かなか正職員をふやしていくというのは難しい現状であろうかなというふうに考えてお

ります。

それから、正職員全体に対しての臨時さんの占める割合が大きいということですが、

これはあくまでも、あくまでもといいますか、保育所の関係での臨時さんが非常に多い

ので、どうしても全体に対しての割合もふえてしまうというようなことがあるというふ

うに考えております。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長、教育委員長。
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○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。保育所を計画訪問させていただくと、本当にどの

保育士さんも、元気いっぱいの子供たちを相手に笑顔いっぱいでしっかりと対応してい

ただいています。もうそこには臨時も嘱託も正職も本当に区別がわからないぐらい、ど

の保育士さんも本当によくしていただいてるので、例えば待遇面でいろいろ差があるこ

とは聞いておりますし、私どもも、できるだけ少しでもいい待遇になればいいなあとい

うことは思ってはおりますけれども、いろんな働き方があり、それをまた、保育園で働

いてくださる方も、またいろいろな働き方を希望してそこで働いてらっしゃる。その中

では、本当にパートだから勤められる、あるいは臨時の責任がないところだから何とか

やれるという方も結構いらっしゃいます。ですからその一律に正職員と同じ待遇をとい

うことは、それは議員さんもいろいろな事情はよくおわかりだというふうに思いますが、

少しでもいい待遇をと思いつつ、さまざまな働き方があるんだということも、また御理

解いただきたいと思いますし、私どももそのように思っております。以上です。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。先ほどの総務課長の答弁の中で、民間委託をすれ

ば待遇もよくなるんじゃないかなというような発言がありましたけども、これについて

は、やっぱり軽々に言うべきではないなというふうに私は思います。やっぱり公立でや

ってこそ保育のよりよい保育ができるというふうに思います。その点は児童福祉法にも

書いてもありますので、民間が何でもいいというわけではないというふうに思いますの

で、一言言わせてもらいます。

先ほどもありましたように、本当に保育の現場で先生たちはよく頑張ってらっしゃる

というのを、私もつぶさではないけども、わかります。そしてきのうからの杉谷議員の

質問の中にもありましたように、本当に先生たち、いろんな点で頑張っていらっしゃっ

て、そして行政のほうも保育行政を、保育環境ですね、保育環境をよりよくしようとい

うことで努力していらっしゃるということを私も評価してはおります。ただ、そういう

中にあってやっぱり課題がこういうふうにあれば、改善をしていくべきだというふうに

思うわけですね。

特に、よりよい保育、子供たちに行き届いた保育をするためには、やはり一線で働い

ていらっしゃる先生たちが張り切って、そして元気いっぱいされるためには、やはり処

遇の改善というのがなければ、特に非正規の方、特に嘱託職員の方の場合、必要じゃな

いかなというふうに思うわけです。そういう保障があってこそいい仕事ができるという

ふうに私は思いますので、そういう視点からですね、少なくともこのクラス担任をして

らっしゃる嘱託職員、あとの３名も含めてでいいと思いますが、特にこの嘱託職員の１

８人、クラス担任してらっしゃる１８人ですけども、当然必要な職員なわけですから正

規職員にすべきだというふうに私は、極端な話をしますけども、そういうふうに思いま
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すが、もちろん財源を伴うものですのでそう簡単ではないんですけども、この正規をふ

やす、嘱託職員から正規を少しでもふやしていくという方向は検討されないものでしょ

うか、町長のほうに伺います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 正規職員の募集というのは、ここ数年ずっと行っております。

昨年も実施をいたしております。公務員試験というどうしてもハードルがあるわけであ

りますので、正規職員ということになりますれば、これをまず通っていただくというこ

との中で、最終的に採用ということになります。これまでもずっとそういった正規職員、

いわゆる町の職員としての保育士の募集をしてきているところでもありますけども、こ

れまでの経過の中でも、新しく採用をしても、結果として、出会いがあって結婚をされ

て退職されたという方が実は２名あります。ここ数年のことであります。そういったこ

ともあるわけでありますけども、今現在も、ことしも保育士の募集をいたしております。

そういった状況の中で、できるだけたくさんの方々に受けていただいて、まずは公務

員試験の１次を通っていただくというところからお願いせないかんじゃないかなという

ぐあいに思っております。あわせて、そういう近年なかなか雇用環境が厳しいという状

況もあってきておりますので、ことしからは、西部の町村会でいろいろと協議をして、

この６月から前倒しをして保育士の募集もかけているということでありますので、いろ

いろな視点で努力をして今きているということをお伝えしたいと思います。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。努力してるという最後に言葉がありましたけども、

試験のことは当然です、試験に受からなければなりませんので、意欲を持って保育士に

なりたい、それは嘱託ではなくて、やっぱり正規雇用として、正規職員として、正規保

育士として雇われたい、これが本音だろうというふうに思いますのでね、ですから大山

町としてはどうでしょうかといって聞いてるんです。その嘱託職員の数を減らすように

正規職員にするような方向、これをふやす方向は考えておられませんかということです

が、努力するということはふやす方向で努力するという意味でとっていいでしょうか、

町長。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） まずは職員試験を受けていただくということであります。窓を

ちゃんとあけておりますので、そのことを先ほど申し上げました。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。それで、そのことですけども、退職される年齢の
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方が毎年このごろあります。また、この年度末でも退職の保育士の先生があるようです

けども、その後補充についてですね、これまで後補充が、行革の関係でしょうか、なか

った年もあったように思います。今後ですね、この退職後の後補充はきちっとやるとい

うことはお考えでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 以前からこのことについては承知しておることでありますので、

以前からこのことを前提として募集をかけているという現状であります。

○議員（７番 大森 正治君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。

○議員（７番 大森 正治君） はい。森田町政としては、この保育士の後補充はきちっ

とするというふうにおっしゃったというふうに私は思います。この先生たちの、保育所

の先生たちの処遇改善をすることによって、よりよい保育がこれからも大山町では続け

られるという視点から、今後も努力していただきたいんですけども、しかし、まだまだ

今の保育現場を見ますと、大変な状況があります。賃金の面もそうですが、労働環境で

すか、労働の実態っていうんでしょうか、本当に御苦労が多いなというふうに思います。

私がおりました学校現場でもそうでしたけども、またそれと同等あるいはそれ以上に大

変な現場なのかなというふうに思うところがあります。

実ですね、最後にですね、これは鳥取の保育を考える会のほうで調査された県内の現

場の実態あるいは全国の現場の実態、そして保育士さんの声というのがありますので、

ちょっと紹介して、また感想もお聞きしたいんですけども、これが必ずしも本町にも当

てはまるものではないかもしれません。また、似た部分もあると、当てはまる部分もあ

るというものかもしれません。ちょっと聞いてやってください、時間とりますが。

こういう声があります。正規雇用は、開所時間１１時間以上に対応する早番、遅番、

休憩、休暇取得困難、クラス単位で見た、ごめんなさい、それから、など、自身の家族

責任や健康が危うい現実、要請があっても正規は無理と断る例も普通にあります。それ

から切迫流産、メンタル不全、何ですかね、頸椎症、症候群、一つの職場に１例がある

と、２例目、３例目が実際起こっている。ぎりぎりで無理をしているので、故障者が出

ると破綻が広がる。あるいは子供への与薬、薬を与える仕事、業務ですね、それについ

て国のガイドラインでは、医師の指導のもと複数の保育士の確認でとなっているが、現

実的ではない状態だ。それから薬を与えるアレルギー対応は子供の命にかかわる責任が

生じるのに、２０対１、１５対１とかありますね、３０対１の職員配置で全ての子らの

安全と責任を負いながら確実にこなすことが本当に可能なのか、このストレスも保育者

を追い詰め、この仕事は無理とさせる要因の一つ。看護師配置と保育者の抜本的な増員

が不可欠です。

あるいは、こんな声があります。昼夜逆転など保護者の労働生活の多様化の中で、子
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供の生活リズムの乱れも深刻になっています。午睡の時間に寝つけず、みんなで遊ぶ時

間にぼおっとしたり、逆に、興奮がおさまらなくなったり、他の子供や保育士に攻撃的

になったり、逆に、保育士にべったりだったりと一体的な集団保育生活が困難になって

きている中で、保護者との愛着関係に問題のある子供がふえています。現在の職員配置

では一人一人の子供に丁寧な対応はできないのが実態、午睡の時間を当てにした保護者

との連絡ノート書きはできないこともあるのです。そして保育所での労働時間は全て子

供との保育時間のため、その日の保育記録、保育計画表の作成、行事などの準備などは

結局サービス残業にならざるを得ません。さらに、資質向上のための土日研修も加わり、

疲れが慢性的にとれずに、子供に余裕を持って対応できないこともあるのです。という

ふうな、などなど、本当に苦労していらっしゃる実態を私、読ませてもらって、これは

やっぱり改善、みんなで考えて改善しなければならないなというふうな感想を持ったん

ですけど、町長、教育委員長、どのように今受けとめられたでしょうか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、教育長のほう

お答えしたいと言っておりますが、初めに私のほうから。

どこの職場でもそうだと思いますが、教育委員会でも、また、学校現場でも本当に多

忙の時期には先生方、さまざまな重たい責任を抱え、ストレスを抱え一生懸命やってい

ただいております。保育の現場においても、やはり同じことが言えます。でも、どの保

育園でも朝はリズム体操というのをやるんですけれども、子供たちと同じ体操を、指の

先、足の先まで指導しながら先生も一緒になって汗だくになってなさってくださいます。

もう見てて、とっても本当にすごいなと思って感心をしたり、大変だろうなと思ったり、

なかなかむずかる子や、さまざまな個性のある子供たち、あるいは中には配慮の要する

子供たちに対して本当に向き合っていただいておりますので、ありがたいなというふう

に思っております。臨時の方、嘱託の方に、もちろん正職の方はそうですが、支えられ

て今の大山の各保育所の本当にすばらしい保育がなされてると思って、本当にありがた

いというふうな思いを持っております。財源のことについてはなかなか難しい問題があ

りますので、それについてはちょっとお答えしかねますが、そういう思いで保育所の保

育士の先生方に感謝をいたしております。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 大変、大山町の保育所の先生方には本当に頑張っていただい

ていると私は思っております。特に保育内容にいたしましても、委員長が言いました朝

のリズム運動にしましても本当に、あるいは歩く教育にしましても絵本のことにしまし

ても、本当に食育のことにしても、ただ、正職員も嘱託の職員も臨時の皆さんも本当に

力を合わせてやっていただいておると思っています。大山町で一番頑張っておることっ
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ていうのは、町の教育委員会、教育委員会が持っておりますので、臨時の皆さん方にも

研修をきちんとしていただいておることが、よそにはないことだろうと私は思っており

ます。

去年やった３回か４回の研修の中で臨時の保育士さんの感想を読んでみますとですね、

こういう機会があるてってというのをとっても喜んでおられます。私は、臨時の皆さん

も一緒にこの大山町の保育を担っていただいておりますので、そういった面も含めてで

すね、これからも頑張っていきたいと思っております。以上です。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 教育委員長さん、また教育長さんのほうからも話があったとこ

ろでありますけれども、大山町が他町と異なる、そして保育事業の重要性、そういった

ことをしっかりと認識をしながら取り組んでいるということをまずお伝えしたいと思っ

ています。それは冒頭、先ほど教育委員会が述べましたように、大山町には幼児教育と

いう視点の中で保育園が教育委員会の所管であるということであります。そういう意味

合いで保育事業、たくさんの課題を抱えているというのは現実であります。その中で、

議員がおっしゃいますようにいろいろな課題、職員の処遇、いろいろなテーマで対応し

ていく。そのことを突き詰めていくと、本当に民間の事業体ということまで考えていか

なければならない場面まで行くんじゃないかなという心配を実はしています。そうでは

なくって、大山町は直営で町営として５つの園を持って運営しています。と同時に、保

育事業についても、職員の皆さんの研修も含めてレベルの高いものを目指して取り組み

を進めています。単に子供さんを預かるではなくって、やはり教育的な視点の中でさま

ざまなカリキュラムや取り組みもしているというのも議員よく御承知のとおりでありま

す。そうした本町の特徴をこれからも充実させていく中で、どうしてもいろいろな課題

はあるわけでありますけれども、その課題解決の中でやはり近隣町村の雇用状況等も踏

まえながら対応していかざるを得ないというのも現実であります。そうした現実を踏ま

えながら、現在も精いっぱいの取り組みをしてきているということであります。

ただ、今一番心配しておりますのは保育士さんが足らない。特に冒頭申し上げました

ように、ゼロ歳から２歳、３歳までの、特にゼロ歳、１歳ですかね、そういった子供さ

んの入所がふえる傾向にあるということであります。ぜひともこういったところを国を

挙げて改善していくということから、やはり保育士不足の関係であったりとかいろんな

場面につながっていくんじゃないかなと思っています。いろいろと取り組みを進めてい

く中で充実した保育を進めていきたいと思いますし、少しずつでも町としての処遇の改

善にも努めてきているということも冒頭申し上げたところでありますので、御理解をよ

ろしくお願い申し上げたいと思います。

○議員（７番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森正治君。
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○議員（７番 大森 正治君） はい。私も一言言いたいところですけども、それでは終

わってはいけないということですし時間も来ましたので、以上で終わります。

○議長（野口 俊明君） 以上で大森正治君の一般質問が終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は１０時４０分といたします。休

憩いたします。

午前１０時３０分休憩

午前１０時４０分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、１４番、岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） はい。岡田でございます。２日目、２人目の質問でござ

いますが、私は２問通告しております。

まず、１問目について質問いたします。

コミュニティースクール導入の考えは。政府は、第２期教育振興基本計画で公立小⋞

中学校の１割（約０００校）にコミュニティ⋞スクール指定を拡大するとの推進目標

を閣議決定し（２０１３年６月１４日）、さらに教育再生実行会議第６次提言において

国は「全ての学校がコミュニティ⋞スクール化に取り組み、地域と相互に連携、協働し

た活動を展開するために抜本的な方策を講じること」が示された。当初は、市民が学校

現場を監視する制度であるとして教育関係者から、の一部から強い反発も受けたようで

すが、実際には保護者、地域、地域住民、教員が対等の立場で学校運営に当たるという

ことで、学校、「学校運営協議会」を設置し、文部科学省はその取り組みで子供や教職

員、保護者、地域の人々にとって魅力向上が図れるとかさまざまな成果が上げられてる

としております。

どのように認識していらっしゃいますか。 導入の考えは。以上、ただします。よ

ろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 岡田議員さんからの１つ目の御質問、コミュニティ⋞ス

クール導入の考えはについて、初めに教育委員会からお答えをいたします。

まず、コミュニティ⋞スクールについてどのように認識をしているかとのことですが、

平成１６年に地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正をされ成立した制度で、

学校運営協議会を設置することにより、委員に任命された保護者や地域住民の方々が一

定の権限を持って学校運営に参画する、地域とともにある学校の仕組みだというふうに

認識をいたしております。
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次に、導入の考えはとのことですが、大山町の特に小学校におきましては既に地域の

歴史や文化、産業についての学習や自然に関する学習、そのほか野菜づくりや米づくり、

スキーの指導など、さまざまな学習で専門的な知識や技能を持った地域の方々にゲスト

ティーチャーとしてお世話になりながら学習を進めております。議員の皆さんの中にも、

そういう形で学校の教育にかかわっていただいている方がたくさんいらっしゃるかと思

います。

教科の学習以外でも、音読ボランティアやお話ボランティア、芝刈りや草刈りや花壇

の手入れなど環境整備や、またマラソン大会の伴走など、本当にたくさんのボランティ

アの方々に支援をしていただきながら日々の学校教育を進めております。

また、支援をいただくばかりではなく、小⋞中学校ともに学校の情報を積極的に地域

の方々に発信をするよう努めておりまして、小⋞中学生のいない御家庭にも学校だより

を回覧するなど、さまざまな形で情報も発信するという取り組みも進めております。

さらに、各学校では年間二、三回の学校評価委員会というものを開催して学校の取り

組み状況やその成果などにつきまして保護者や地域の代表の皆さん、委員さんから御意

見をいただきながら学校運営の改善に取り組んでいるところです。

これら多くの地域の皆さんとのつながりの中でその学校ごとに特色ある学校づくりを

進めることができ、児童や生徒の心や体、学力も豊かに育まれているというものと捉え

ております。教育委員会といたしましても、そういったことに心から感謝をしておりま

す。

一方で、学校に対しては支援をしていただくばかりでなく、学校が地域に貢献すると

いうそういう努力もしてほしいとお願いをしておりまして、地域のいろんな行事にも積

極的に学校側から参加をしていただいたり協力をしてもらったりしておるところです。

大山町におけるこのような取り組みは、学校によっては若干の違いはございますが、

かなり早い時期から進められてきたという経緯がありまして、中にはコミュニティ⋞ス

クールという制度が広まるずっと以前から地域とともにある学校としての体制が整って

いた学校もございます。本町では現在のところコミュニティ⋞スクールに指定している

学校はございませんが、地域とともにある学校づくりという視点から見れば、既にこの

制度が目指している姿に近い状況ではないかなというふうに思いますので、あえてコミ

ュニティ⋞スクールという制度を新たに導入するという必要性を今のところ特には感じ

ておりません。以上でございます。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。岡田議員から２点質問いただいておりまして、その１点

目でも私のほうにも質問をということでいただいておりますので、お答えをさせていた

だきます。
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コミュニティ⋞スクールの導入の考えはということについてであります。

昨年の７月に初めて総合教育会議を開き、教育委員の方々と意見交換をいたしたとこ

ろであります。そして、教育等に関する大綱を策定したところであります。その大綱に

おきまして、学校教育の重点目標の１番にふるさと大山を愛する児童生徒の育成を掲げ

ています。その目標のもとに、町内の小⋞中学校それぞれが地域とのつながりを大切に

した教育活動を進めていただいているものと捉えているところであります。今はそれら

の取り組みを継続、発展させていくということが大切だと考えておりまして、私も教育

委員長が先ほど述べられましたと同様に、現時点でコミュニティ⋞スクールを導入する

必要ということを感じておりません。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 既に地域とともにある学校ということで、新たに制度を

導入する必要性は感じておりませんということでございますが、コミュニティ⋞スクー

ル指定になりますと、学校運営協議会は保護者、地域住民、教員らで成り立つわけです

が、学校運営の基本方針などを承認するほか校長や教育委員会に意見したり、教員人事

について都道府県教委に意見具申できたりするなどの権限があるということでございま

すが、こういう、これがこの点は余り強く打ち出すと協調性が損なわれるおそれもある

と思いますが、こういうことも現状ではかえって弊害になるというお考えでしょうか。

運営協議会を置くと、かえってそういうことが前面に出るというふうな考えがあるのか

どうか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、教育長のほう

からお答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。お答えします。

学校運営協議会の役割で、今、岡田議員さんがおっしゃられたこともあるわけですけ

ど、私はそればっかりでなくして、大山町の場合では年二、三回の学校評価委員会てっ

ていうのをやっております。学校関係者評価とも言いますけれども、その中で今、岡田

議員さんがおっしゃられた方が入っておられますので、その中でいろんなことを解決し

てきたり、あるいはその施設の問題があったりしたときにもその中で話が出てきて、ま

た校長先生が教育委員会に言ってこられる。そういうシステムてっていうのはあります

ので、学校評価委員会てっていうのが代替しているものだと思っております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 文部科学省が出しておりますコミュニティ⋞スクールの

取り組みで広がる魅力ということで、非常にいろいろ上げているようです。

子供にとっての魅力ということで、子供たちの学びや体験活動が充実する。自己肯定

感や他人を思いやる心が育ちます。地域の担い手としての自覚が高まります。防犯、防

災等の対策によって安心安全な生活ができます。

教職員にとっての魅力ということで、地域の人々の理解と協力を得た学校運営が実現

します。地域人材を活用した教育活動が充実します。地域の魅力により子供と向き合う

時間が確保できます。

保護者にとっての魅力として、学校や地域に対する理解が深まります。地域の中で子

供たちが育てられているという安心感があります。保護者同士や地域の人々との人間関

係が構築できます。

地域の人々にとっての魅力として、経験を生かすことで生きがいや自己有用感につな

がります。学校が社会的つながり、地域のよりどころとなります。学校を中心とした地

域ネットワークが形成されます。地域の防犯防災体制等が構築できます。

ということで、いろいろ既に実践されているところを調査された、これは２４年３月

の日本大学が調査されたものですが、成果として学校と地域が情報を共有するようにな

った。地域が学校に協力的になった。地域と連携した取り組みが組織的に行えるように

なった。特色ある学校づくりが進んだ。学校に対する保護者や地域の理解が深まった。

学校関係者評価が効果的に行えるようになった。これらはいずれも８ ６％から９ ６

％と成果を認めているようです。それから、教職員の意識改革が進んだということで７

４％の肯定。児童生徒の学習意欲が高まったということで５ ５％。いじめ、不登校、

暴力など生徒指導の課題が解決した、４ ７％。児童生徒の学力が向上した、３ ２％

ということでいいことずくめの評価がされておりますが、大山町では既にこのような似

たようなことをやっとって、既にそういう成果が上がっているとお考えでしょうか。教

育委員会、お願いします。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの岡田議員がおっしゃいましたコミュニ

ティ⋞スクールの取り組みで広がったいろんな魅力や成果というものは、学校運営協議

会をつくったからそれで広がる、成果が上がるというものではないと。やはりこのふだ

んのいろんな形での地域の方々が学校に出入りをしてくださる。ちょっとした仕事を手

伝ってくださったり、あるいは地域のいろいろな特色、産業の特色やそういったものを

お話しいただく。また、田んぼづくりを直接教えてくださる。日々の管理も教えてくだ

さる。そういったような細かい学校と地域の方々とのかかわりの中で、学校が今こんな

ことを取り組んでる、あるいは今ちょっとこんなことに悩んでいるということをお話し
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いただいたり、また地域の人々からも子供がこんなふうに挨拶を大きな声でできるよう

になったとか、あそこの通りのところがちょっと危ないけんちょっと学校のほうでも気

をつけてあげてほしいとか、そういう細かい情報が、情報こそそのそういう日々のいろ

いろなボランティアの方々の学校とのかかわりの中で育まれてきたものだというふうに

考えております。

つい２日ほど前も、大山小学校にロシアのバレエ団が来て公演をしてくださいました。

それももう学校のほうから情報を出していただきまして、本当にたくさんの、もう子供

さんがいらっしゃらない家庭もたくさんおいでいただいて、みんなが一緒になって大山

小学校にいらしたバレエの子供たちのバレエの姿をいただいた、よかったよかったと言

って帰っていただきました。本当に学校と地域とが身近になってるというふうに、これ

はどこの学校でもその学校によって特色いろいろありますけれども、あるというふうに

思っておりますので、この今のコミュニティ⋞スクールの成果、パーセントで上がって

きておりますけれども、これはわざわざ学校運営協議会を設置しなくても、今の学校と

地域のかかわりの中で地域とともにある学校というものをつくっていただいてるという

ふうに認識をしておりますので、そのあたりはこれで補えるのではないかなというより

成果をそこで出しているのではないかな、そういうふうに思っているところです。

教育長のほうから一言お答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 委員長がおっしゃったとおりでございますけれども、大山町

の場合は、地域の皆さんに何かをしていただくことばっかりを学校が考えとったっても

う時代は終わってると私は思っております。ずっと前から学校に対しては、答弁にもあ

りましたように学校が地域に何ができるか。今はそこを考えていくのが大山町の学校の

役割だろうと思っております。その一つがＪＡＸＡの、近い場合でいいますと大山小学

校のＪＡＸＡの話でもございますし、委員長がおっしゃいましたロシアバレエ団の地域

の皆さんに呼びかけて一緒に見ていただくだとか、やっぱり学校ができることを地域の

皆さんと一緒になってやっていく。そこを今は大山町の学校は目指していきたいと思っ

ておりますし、これからもやっていきたいと思っております。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 私も先日の大山小学校でのＪＡＸＡの講演会を聞きに行

きました。本当にそれまで、ええっ、どうして大山小がＪＡＸＡとつながってるのか、

つながりを持ったのかというのが非常に驚きましたけども、すばらしい成果を上げてい

るということは認めたいと思います。

教職員にとって、ちょっと伺いたいんですが、地域の協力で子供と向き合う時間が育

成できる、確保できる。世間で言われています教職員が非常に多忙で非常に疲れている

というようなことは盛んに言われておりますが、ここらあたり多少でも教職員の負荷が
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減らせるという、現在はそういうことで教職員の多忙さを多少でも軽減する方向になっ

ているのかどうか、１点伺います。

それから、このコミュニティ⋞スクール指定されているところで鳥取県下では南部町

が３校、４校ですか、それから伯耆町が３校ですね。これ県下はたった２町だけでござ

います。ということで、教育委員会の、大山町の教育委員会の方針としては現在それに

かわるすばらしい教育、地域とともにある学校が進められているので新たに導入する必

要はないということでございますが、何かその南部町とか伯耆町に関する情報でもあり

ましたらお願いしたいと思います。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問は、教育長からお答えいたしま

す。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 学校の先生がいろんな面が負担が軽減されてるかてっていう

こと、これはもう何もコミュニティ⋞スクールを考えなくてもいろんな面でお世話にな

っておりますので、これは軽減になってるのは間違いないことだと思っております。大

山町においても。

南部町と伯耆町のことでございますけれども、それはよその町のことまでですね、こ

ちらが言うべきことではないと思っておりますので、やっぱりコミュニティ⋞スクール

てっていうのは例えば近隣でいきますと岡山市が全部小⋞中学校をコミュニティ⋞スク

ールにしております。ならそれでいろんな結果がよくなったかてっていうと、校内暴力

もよけありますしですね、生徒指導の問題もありますし、学力はそんなに上がってない。

やっぱり地域社会との力をかりないと、そのある面での学校てっていうもんが成り立っ

ていかない地域もあるわけです。

コミュニティ⋞スクールが悪いわけではありませんで、それぞれ必要なところは趣旨

からいってコミュニティ⋞スクールになりたいてっていうことであるならばそれはそれ

でいいと思いますけれども、大山町の場合、ずっと前から、私たちが校長をさせていた

だいておる時代からですね、やっぱり地域とともにある学校てっていうのは常に考えて

きたことでして、やっぱり地域から信頼されないような学校はですね、どうにもこれは

なりません。やっぱり一番大事なのは、コミュニティ⋞スクールにおいてもそうでない

学校においても、やっぱり地域とともにある学校てっていうのは目指していかなければ

ならない大きな目標だろうと思っております。以上です。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） なるほど、わかりました。

先ほど岡山市の例がございましたが、全国で一番多いのは京都市の２２９校、それか
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らそれに次いで岡山市が多くて１５６校という、数の上では多いわけですけども、実態

はそうではないというお話がございました。

大山町の小⋞中学校は非常にすばらしい成果を上げていらっしゃるわけですが、いろ

いろ文科省なんか実践例としていろいろ各校のすぐれたあれを挙げております。大山町

はすばらしい取り組みをやっているわけですが、何かそこらあたりを外部へ、町内はも

ちろんですけども、町民皆さんにわかってもらえる意味もありますけども、もっともっ

と情報発信が必要ではないかと思いますが、その点についてはどうでしょうか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。では、ただいまの御質問には齋藤次長のほうより

お答えいたします。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） はい。では、失礼いたします。

大山町の学校の取り組みをもっと情報発信していけばということかと思います。

今回こういう御質問をいただいたことで、答弁書の中でも委員長が触れましたが地域

の方にですね、一言感謝の言葉もありましたけど、本当にお世話になっているというこ

とを申し上げる機会を与えていただいたことは大変よかったのかなというふうに思って

おります。本当にたくさんの方に支えられて今の大山町の学校教育が成り立っているか

と思いますので、またそういった感謝の思いは学校ごとにいろんな機会を捉えてボラン

ティアの方にお礼のお手紙を出したり、行事に御案内する中で感謝の言葉を述べたりと

いうことをするように教育長からも日々伝えてはおるわけですけども、またいろんな形

でそのお礼の言葉とあわせて、学校が地域とともにあるというところをいろんな形でお

伝えするよう努めてまいりたいというふうに思っております。以上です。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） あの、町内はもちろんですが、大山町は本当に教育に力

を入れてすばらしい教育を行っているという、そこらあたりがもっと情報発信が欲しい

んですが、もう一言。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。あの、大山町は本当にすばらしい教育を行ってる

ってたびたび言われると、何だかちょっと背中が少しむずむずとするところもあります

が、あの、もちろん、あの、どの学校も子供たち人間集団ですので、いろいろな問題は

ございます。どこともが、あの、やっぱりそういう問題に先生方も必死になって取り組

んでいただいております。年によってすばらしい成果が出せる年もあれば、年によって

はなかなか困難なときもございます。でも学校現場の先生方も、それから教育委員会も、
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それからそれを見守って支えてくださってる地域の方々も一緒になって、本当に学校、

自分たちの町の学校、いいものにしていこうという思いで頑張っておりますので、ぜひ

そのあたりまたいろんな形で御支援をいただけたらと思っています。よろしくお願いい

たします。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） ２問目に参ります。

１８歳選挙権への対応は。世界の国々の多くが選挙権年齢を１８歳としている状況の

中で、人口減少、高齢化社会を迎えている日本で将来を担う若い世代の声を政治に取り

入れるための改正として改正公職選挙法が６月１９日に施行され、７月の参議院議員選

挙から実施されます。

今回の法改正をどう受けとめ、どう対応するのか。 若い人の投票率を上げるため

の方策が必要と考えますが、どうでしょうか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。２点目の質問をいただいております１８歳選挙権への対

応はということにつきまして、お答えをさせていただきます。

昨年６月、改正公職選挙法が成立をし、７月に行われる、このたび７月に行われる参

議院選挙から選挙権年齢が引き下げられるということになりました。選挙権年齢の引き

下げは、１９４５年の終戦直後に２５歳以上から現行の２０歳以上となって以来、実に

７０年ぶりの改正ということであります。この選挙権年齢の引き下げは、少子高齢化、

人口減少社会を迎える日本の未来をつくり担う存在である１０代の皆さんがより早くか

ら選挙権を持つことにより、社会の担い手であるという意識を若いうちから持っていた

だいて、主体的に政治にかかわる若者がふえるということで、若者の意見が政治に反映

されやすくなることが期待されているところであります。

国立国会図書館の調査では、世界１９１の国、地域のうち９割近くが日本の衆議院に

当たる下院の選挙権年齢を１８歳以上と定めているところであります。また、選挙権年

齢はヨーロッパの国々を中心にさらに引き下げを進めるもの、引き下げを進める動きが

活発化しており、既に１６歳以上への引き下げが行われている国もあると聞いていると

ころであります。

どのように対応するかということでありますけれども、選挙権年齢が引き下げられる

ということでいろいろな面でこれまでの対応と異なる部分が生じてまいりますので、選

挙管理委員会と協力をし、間違いないよう着実に選挙事務を進めてまいりたいと考えて

おります。

若い人の投票率を上げるための方策が必要と考えるがどうかということでありますが、

高校生の年代になりますと町村ではなかなか接点がないのが現状であります。そのため
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鳥取県選挙管理委員会との協力により選挙啓発を行っていく必要がありますが、鳥取県

選挙管理委員会では高校への出前講座や、若者向けパンフレットの配布などの取り組み

を進めておられるところであります。

本町におきましては、町報への記事の掲載や防災無線での投票の呼びかけなど行って

いく予定といたしているところであります。

初めて投票される若い皆さんが棄権されることなく投票されるよう、鳥取県選挙管理

委員会などと協力をし選挙事務を進めていきたいと考えているところであります。

また、小学生、中学生などの早い段階での選挙啓発もこれまで以上に重要になってく

ると思っておりますので、教育委員会と協力してまいりたいと考えているところであり

ます。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 高校のある自治体では、選挙管理委員会が啓発の一環と

して出前講座や模擬投票などを行っているところもあるようですが、本県では鳥取県の

選挙管理委員会が出前講座等をやっているということでございます。

最後のほうに、小⋞中学校などの早い段階での選挙啓発をこれまで以上に必要という

ことで、教育委員会と協力してということでございます。私もちょっと教育委員会にも

通告しとけばよかったんですけども、これ漏らしましたけども、中学生や若年層への主

権者教育が必要だと思っておりますが、教育基本法第１４条第１項には、良識ある公民

として必要な政治的教養は、教育上尊重されなければならないと書いてございます。教

育基本法を踏まえた学校教育課では、国家社会の形成者として必要な資質を養うことを

目標とし、従来から生徒の政治的教養を育む教育が行われてきていると思っております

が、行政のトップとして町長、教育行政あるいは教育委員会に対してこの点、主権者教

育を要望あるいは要請される考えはございませんか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 質問の相手ということで私のほうだけということになっており

ますので、議員の思いは受けとめさせていただいて、教育委員会のほうに伝えさせてい

ただきたいと思っております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） これまでずっと行われてきたいろんな選挙がございます

が、総じて若い人の投票率が低いというのはどこの自治体でも国の選挙でも同じような

傾向でございますが、若いうちから政治に関心を持ってもらい、一人一人が声を上げ、

かつ行動すれば世の中は変革できるというような意識を持ってもらうためにも、とりわ
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け地方議会、現状ではどこの地方議会、町村議会でも非常に議員の、議会の平均年齢は

高いわけですが、若い人がもっと関心を持ってもらって、政治に関心を持ってもらって

挑戦する。そのことによって議会の平均年齢がぐっと下がり、もっともっと若い声が反

映されるようなことになれば非常によいと思うんですが、町長のお考えはどうでしょう

か。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。若いときから政治に関心を持っていただくというところ

が一つのポイントかなと思っておるところでありまして、今はそういった思いを持って

おるところであります。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 今回の改正で、住所が変わった場合でも古い住所で３カ

月以上住んでいれば旧住所地で投票ができるという、可能だそうですが、こういう点は

広報等でしっかり情報発信されますでしょうか。

それから、若い人が投票に行きやすい、あるいは投票所に入りやすい。大体にあの投

票所の雰囲気が非常に若い人は入りにくいというのは声も聞きますが、ある自治体では

そういう若い人が入りやすいように、立会人に若い人を起用したりというようなことも

考えているようですが、その点はどうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。所管をしております担当のほうから答えさせていただき

ます。

○選挙管理委員会事務局長（酒嶋 宏君） 選挙管理委員会事務局長、酒嶋。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋選挙管理委員会事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（酒嶋 宏君） ３カ月以内で移動した者の啓発ということ

ですが、県のほうでは出前講座ということで高校のほうに出て説明をされております。

これまでに約３０校説明をされておりまして、そういう中で説明をそういう部分につい

ても行われているというふうに思っております。町のほうでも、できる範囲で広報等で

お知らせしたいというふうに思います。

それから、投票の機会ということですけれども、今、期日前の投票をやっております

ので、かなり長い期間設定されておりますので、そういう中で出かけていただけたらな

というふうに思っております。

また、投票所が若い方が入りやすいようにということですけど、なかなかその面につ

きましては今の部分を改めて変えるというわけにいかないと思いますが、と思いますし、

それから選挙事務を高齢者の方がたくさん選挙事務にかかわってるということですけれ
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ども、ここもなかなか若い方で対応するというのは難しい現状もありますので、できる

限りそういうことができれば対応していきたいなというふうには考えております。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 最後にもう一言、せっかく１８歳から投票権付与という

ことで選挙権が、選挙権者がふえるわけですが、せっかくふえた若者の票が生きますよ

うに、生きるような政策をもう一言、できるだけ投票率を上げるという点から町の考え

を伺いたい。決意を伺いたい。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 身近に参議院選挙が迫っておりますので、まずは広報を通じて、

防災無線を通じて取り組みを進めていきたいというぐあいに考えておるところでありま

す。

○議員（14番 岡田 聰君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） 以上で１４番、岡田聰君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、２番、大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） はい。そういたしますと、本日は２問用意しております。

まず最初にですね、少子化対策についてということで町長と議論したいと、したいな

というふうに思っております。

そうしますとですね、質問を読む前にですね、ちょっと前節で少し話をしたいと思い

ます。

ええとですね、１年前にですね、少子化問題ということでですね、多子化ですね、第

３子、第４子をふやそうという切り口でですね、旧大山町の出産育児の補助金のことを

町長と議論をしました。そのときにですね、そのときからは保育の手当が進んでいるの

で、そちらのほうで多子化に寄与するんじゃないかということで町長の返答がありまし

た。あれから１年たったわけですけども、確かに保育料の無償化が県や町村のほうで進

みまして、多子化の、に対しての効果といいますか、人口増加のほうに寄与したんじゃ

ないかなというふうに１年たってみて感じているところです。

実はですね、きょう出生率のことも冒頭に聞く予定にしておりますが、先月の５月２

３日付の日本海新聞にですね、去年の出生率のことの記事が実は載っておりました。読

まれた方もたくさんあるかと思いますが、短い文章ですのでちょっと読んでみたいなと

いうふうに思います。

かいつまんで言いますと、鳥取県の出生率、女性一人が生涯に産む子供の推定人数を

示す合計特殊出生率という数字があります。鳥取県はですね、２０１５年はですね、前

年の１４年に比べて ６０から ６９というふうに数字が上がっております。この ６

９という数字は、あの、全国で４位の数字です。
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ちなみに隣の島根県は ８０ということで、あの、島根県のほうが出生率ではかなり

鳥取県よりは進んでおります。

それでですね、出生率のこともまた数字的な大山町のこともこれから話ししていきた

いというふうに思いますが、それに伴う人数が少ないという、出生者が少ないというこ

とで中学校の統合のこととか町民の中でいろいろ、話題に出ることがありますので、そ

こら辺も踏まえて、踏まえてというか加えてきょうは話ししたいなというふうに思いま

す。

それでは、質問のほうを読みます。

少子化対策について。１、本町の最近５年間の出生数の推移は。２番、またそのうち

第３子以降の割合は。３番、３世代同居を減らさない対策は。４番、子育て世代の移住

定住の、あ、移住定着の現状は。５番、１０年後の中学校統廃合について考え方を問う。

以上の５点でお願いします。

○議長（野口 俊明君） ええとですね、あの、大原議員に確認しておきます。

○議員（２番 大原 広已君） はい。

○議長（野口 俊明君） 大原議員は町長、それから教育長に対しての、あの、質問を、

あの、通告しておられますが、今、先ほどの、あの、言葉では、町長ということであり

ましたが、両方の答弁を必要としますか。

○議員（２番 大原 広已君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） はい。

○議員（２番 大原 広已君） 後半のほうは教育委員会のほうにも、あの、お答え願え

たらなというふうに思っております。

○議長（野口 俊明君） はい、了解しました。

○議員（２番 大原 広已君） はい、お願いします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。大原議員より２点質問をいただいておりますが、そのう

ちの一つとして少子化対策について御質問をいただいております。お答えをさせていた

だきます。

まず、町の最近５年間の出生数の推移はという御質問をいただいておりますが、５年

前の平成２３年の出生数、これは９３人で前年より８人の減。また、２４年が８９人で

前年より４人の減。２５年は９９人で前年より１０人の増となりましたが、２６年が９

１人で前年より８人の減ということであります。そして昨年でありますけれども、昨年

２７年は１１５人と前年より大きく２４人の増ということであります。

続きまして、出生数のうち第３子以降の割合はということの御質問をいただいており

ます。
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人口動態調査によりますと、平成２３年度は１ １％、２４年度が２ ２％、２５年

度が２ ３％、２６年度が２ ６％となっており、２７年度の数値はまだ出ておりませ

んが、出生数の増減に並行してほぼ２割前後の割合で推移している状況が見られるとい

うところであります。

次に、３世代同居を減らさない対策についてでありますけれども、まずそれぞれの家

庭における意識の形成、小⋞中学校で取り組んでおります郷土を知る学習、あるいは近

隣における働き場所の確保、子育て支援策の充実などさまざまな取り組みを総合的に行

うことにより、３世代同居の実現がかなうものと感じているところであります。

また、住宅事情などにより同居が困難な場合、３世代近居というのも一つの現在の方

向性ではないかというぐあいに考えているところであります。

４点目の子育て世帯の移住定着の現状はという御質問でありますけれども、大山町全

体の移住者の状況は把握することはできませんけれども、平成２７年度の４０歳以下の

転入者数は男性１４７人、女性１８４人という状況であります。

また、町の空き家⋞空き地情報活用制度を利用して町外から転入をされた子育て世帯

の世帯数及び人数につきましては、平成２５年度が２世帯７人、平成２６年度が２世帯

７人、７名。平成２７年度が５世帯１６名という状況であります。

なお、平成２６年度におきまして２５歳から３９歳までの転出者が転出者全体の４２

％を占めておりますことから、子育て世代の流動性が極めて高いものと言わざるを得な

いというふうに思うところであります。

最後に、中学校統合ということについてでありますけれども、私はしないという考え

であります。

以上で私の答弁にかえさせていただきます。

教育委員長のほうからも答えさせていただきます。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 大原議員さんから少子化対策についての５つの御質問を

いただきましたが、５つ目の１０年後の中学校統廃合について考え方を問うにつきまし

て教育委員会からお答えをいたします。

児童生徒数の減少に伴いまして、これまでも中学校の統合の話題が出たことは承知い

たしております。確かに、生徒数が少なくなることによるデメリットはさまざまあると

思います。しかし、統廃合により地域から中学校がなくなればその地域の過疎化が一層

加速するということが考えられ、町として現在取り組んでいる移住定住の施策にも大き

な影響を及ぼすことも考えられます。

また、県内におきましても小中一貫の義務教育学校として地域に学校を存続させ、特

色ある教育活動を進めているところもございます。１０年後の大山町の学校の、中学校
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のあり方について考える場合においても、中学校統廃合という視点ばかりではなく、義

務教育学校という新たな視点から検討することも必要ではないかというふうに考えてお

ります。以上です。

○議員（２番 大原 広已君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） はい。そうしますと、関連質問をしたいというふうに思

っております。

ええと、ちょうど１年前の６月議会でですね、町長と少子化問題で先ほども言いまし

たけども多子化のことについて議論しました。あの後からいろいろ考えてみますとです

ね、町長の答弁にあったようにですね、結果的に出会いから出産、子育て、教育と一貫

した子育て環境を、あの、整備することによってですね、あの、第１子、第２子、第３

子にかかわらず多子化の方向に持っていけるんじゃないかなということの町長の返答が

あったわけで、あの、先ほども県の去年の出生率の推移を見ますと、県を挙げて、町を

挙げて、あの、地域全体で子育てをしようじゃないかというそのいわゆる共生社会とい

いますか、あの、地域で子供を育てるということが、だんだんそういう子育て環境の整

備をすることによって広まってきたんじゃないかなというふうに私は思います。

去年、ずっとここ数年は１００人の出生数を、出生数で１００人を切っとったわけで

すけども、去年１１５人ということで３桁の数字になったわけですけども、まずはふえ

た最大の理由はどのように考えておられますか、町長の考え方を聞きます。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。内容について、ふえた要因の部分の中で、特に１人ある

いは第１子、第２子、第３子、そういった状況をちょっと私のほうはわかりませんので、

もし担当のほうがわかっていれば報告させていただくかなというぐあいに思いますけれ

ども、特に本町の場合、ここ近年の中でインター、山陰道のインターチェンジ、中山、

名和、大山の非常に交通の便のいいところにサービス、保育サービスを集約した保育所

の建設を進めまして、非常に便利のいいところに、そして子育て環境をきちっと見える

形の中でしていこうということで、取り組みを進めてきたところであります。そうした

ことによって、保育を含めた環境整備がかなり進んできたんじゃないかなというぐあい

に思いますけれども、ただ、それだけではやっぱり十分でありませんで、特にこのたび

昨年から進めておりますけれども、出産の前後への対応としてのすくすく親子ステーシ

ョンの取り組みだったりとか、教育委員会のほうがずっと続けてきております、５年６

年ぐらいになりますかね、「子育ての旅」という子育てのお母さん方が集まっていただ

いて、日ごろの孤立、孤独な部分をお互いにそういった活動の中で共有してもらって交

流を深めてもらって仲間づくりをしていただく。そうした中から、第１子、第２子、第

３子ということにまたつながってきてるんじゃないかなと思っています。
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一つ一つではありますけれども、我が町で幼児教育課という課があり教育委員会が持

っている。そういった強みを生かしながらいろいろな取り組みをしてきたことによって、

若い方々に大山町で子育てしたいなという思いを持っていただく方々が非常に多くなっ

てきたんじゃないかなというぐあいに思っています。

議員も既にお持ちかと思いますけども、「こっちの大山暮らし」という大山町の移住

定住案内書、これをようやくこの４月スタートという形の中でつくりましたけども、以

前から大山町で本当に誇らしくしっかりやっているものを１枚の冊子にして、これを町

内外の方々に知っていただきたいという思いがありまして、今回でき上がったところで

すけども、内容を見ていただくとわかりますようにまさに母子手帳をいただく、母子手

帳を発行するところからの支え、支援をしていく仕組みをこの中に入れています。それ

から移住定住ということの中での、町内の方もそうですけれども、町外からも来ていた

だく方々にもわかりやすい内容をここに入れています。

そして何よりも、これ一番最後のほうのページになりますけれども、先輩の移住者と

いうこういったページが何枚もあるんですけども、まさに外部から来られた方々が大山

町に住んでみて本当にすばらしいよということを本当に自分の言葉でここにあらわせて

もらっています。私が、住んでいる者よりも、さらにそのものをこのページの中に記し

てもらっています。これはまさに私たち住んでいる者にとって改めてこの地域のよさを

移住してこられた方々から逆に、目からうろこじゃありませんけれども、大山町のよさ

を伝えていただいているんじゃないかなと思いますし、これを大山町出身の若い方々に

私は見ていただきたい。自分たちが思う以上にこの大山町のすばらしさを逆に外部の方

々が評価しておられますし、住み続けたい、あるいはこういった方々と出会ってさらに

またやってきましたというようなところでありますので、そういった取り組みをいろい

ろと進めていく中で、こういった出生数の増にもつながっているんじゃないかなという

ぐあいに思います。

ただ、年によってどうしても出生数の増減はありますので、この増減を繰り返しなが

らでも横ばいか少しずつでも上がっていくような町になればなということで、それぞれ

の部署で今一生懸命取り組みを進めているところであります。

○議員（２番 大原 広已君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） はい。町長のほうから、移住、子育て世代の、子育て世

代に特化するわけじゃないですけども、大山町の人口増加に向けて移住定住の受け入れ

体制としては大山町はこういうことをやるんだということを情報発信の形でも内外に発

信をされているということですので、まずは環境なり、あの、人口増加に結果がまた１

年後出ることを願っております。

それでですね、あの、外から人が入ってきてですね、当然人口がふえる。もちろんそ

れもいいんですけども、今、町内に、仕事は町内とは限りません、米子なり近隣のとこ
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ろにですね、仕事があって、実家のほうに住んでいる適齢期の若い人たちが結婚すると。

結婚が決まったということを聞いて、ああ、よかったな、また村がにぎやかになあわい

って思ってましたら、どういう家庭の事情、それぞれいろんな事情があったんでしょう、

結婚してすぐに奥さんと米子のほうに出てしまったということを数カ月後に聞いて、残

念だなというふうに思うことが自分の村でもそうですし、近隣の村でもちょこちょこ最

近聞きます。何で、子育てするのに実家で両親もいるし、大山町は子育て環境も整って

いるのに、何で米子に出ていかないけんのかなというふうに、あの、なかなか当事者と

直接話しすることもないですし、仮に当事者と話ししてこういう理由でてって言ってく

れるかどうかはもちろんわかりません。でも原因が複数、米子に出ざるを得んかった理

由がですね、１つではない。複数いろいろ、嫁、しゅうとめのこともあるかもしれませ

んし、家で同居で、鍵のかからない部屋で一緒に住むのはという、今の若い人はですね、

鍵のかかる個室で大きくなってきましたので、自分が世帯持つときにもそういう部屋が

当然欲しいという、子供ができたときにはそういうふうに思うのかなというふうにいろ

いろ考えてみました。そのいろんな事情の中でですね、やはり家がちょっと手狭である

ということも、結構主な原因の一つになってるんじゃないかなというふうに、当人じゃ

ない、周りの人の話を聞いてみると、推測されます。

それでですね、政府といいますか国土交通省もこのたび３世代同居の支援をしようじ

ゃないかということで、今年度の予算に組み込んでおります。まだまだ、具体的な事業、

どのような事業をするかということはこれから政府のほうからおりてくるのでしょうけ

ども、やはり３世代同居を減らさないためにはということで質問の一つにも出しとった

わけですけども、３世代同居しやすいために増築あるいは離れを改築するとか、さっき

町長がちらっと言われましたけども、３世代近所ということで、同じ地区の中の近いと

ころに、新しく新居をつくるとか、要するに、そこの集落から若い世代が出ていかない

ようにということだと思います。

それで、そういう町も移住者という観点から、定住した場合には補助金を出すという

ことの事業も既にスタートはしておるんですけども、今住んでいる若者たちを、若者た

ちを米子に出さん方策の一つとしてですね、そういう３世代同居を、いろんな形がある

とは思います。また、本当にちゃんと３世代になるかやということもいろいろどっかに

線引きもせにゃいけんということも始まってくるかとは思いますけども、そういう住居

面で３世代同居の支援を考えてみてはどうかなというふうに思います。町のほうで、町

長のほうでもしそういうことで、あの、支援の何か考えがありましたら、お聞かせ願い

たいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 特にそのテーマについては２８年度から、本年度から充実して

いこうということで３月の定例議会のほうでも予算計上させていただいて、その取り組
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みを進めています。

１点目は、やはり地元の方々であっても新築をして地元にとどまっていただきたいと

いうことにおいて、やっぱりこう農地転用なかなか難しいということもあったり、分譲

住宅のそういったところがなかなかないということもあったりしましたので、１点は山

陰道のインターチェンジを中心としたそれぞれの中山、名和、大山それぞれのエリアに

分譲住宅の宅地が建てていけれるような環境づくりをしていこうということで進めてい

ます。中山については、今ナスパルタウンがあるわけでありますので、そこにお願いを

する、購入していただくということでありますけども、名和のインターチェンジについ

ては、今民間の事業者の方々でも農地転用ができるような形の中での若干の規制緩和の

制度を駆使しながら発信をしているところでありまして、問い合わせもあったりという

ことで進みつつあるんじゃないかなと思っています。

また、大山インターチェンジのところにつきましては、ちょうど庁舎の向かい側のほ

うの土地を地元の方々が御理解いただいて提供いただくということになりましたので購

入をさせていただいて、この秋あたりには着工、来年の１月あたりからの入居の募集あ

たりをしていこうと。分譲の区画として十四、五ぐらいになるんでしょうか、そういっ

た取り組みも今進めているところであります。

そういったところの中で、特にこれも町報の中でも入れさせていただいておるところ

でありますけども、大山町移住定住助成金というこの制度、これは大原議員がおっしゃ

います、これはまずは１００万円、最大１００万円。これは町外の方々が土地を購入さ

れたという場合でありますけども、町内の方々、いわゆる自分の大山町に住んでいて、

地元に住んでいて自分の建物の中に入居するんでなくって、自分の土地であっても、あ

るいは新たに購入をして建てようとする方々にとっても助成金を出していこうというよ

うな制度をつくっています。

それから、これは新築をされるという場合ですけれども、改修をしていくという場合

もあろうと思っています。地元に住んでおられる方々が建物の中を改修して入っていこ

うということになりますと、今、先ほど大原議員おっしゃいましたように国のほうでの

検討されております３世代同居の制度はどんなものが出てくるかなということを期待す

るところでありますけども、町として持っておりますのは、今、個人住宅の改修事業、

いわゆるリフォーム事業、これが１００万を上限として１割の１０万円出していくとい

うような制度もありますので、ひとつそうしたものを活用してもらいながらまずは取り

組んでいただくということもありかなというぐあいに思っております。そういった取り

組みを今進めてきているところでありますので、活用していただきたいなというぐあい

に思っているところであります。

○議員（２番 大原 広已君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） はい。時間がちょっと迫ってきましたけども、人口を減
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らさない施策ということで、これは、継続的な、古くて新しい課題でもありますし、こ

れからも気を抜かずにですね、町全体といいますか、課を横断して、皆様が大山町の人

口を減らしていかないという政策で、一致協力して気を抜かずに進めていただきたいな

というふうに思います。

それでですね、ちょっと時間が少なくなりましたけども、中学校の統合のことをちょ

っと一つ聞きたいと思います。

町長は自分はする気はないと。教育委員会のほうも、メリット、デメリットはあるけ

ども、当面は、何ちゅうですか、地方創生といいますか、人口増加のことにマイナスの

ほうのほうになるんじゃないかなということで、統廃合のことはしばらくは封印すると

いう、１０年後のことを聞いたわけですけども、それの議論も当面は全くしないという、

町民の意見は聞かないという考えでよろしいんでしょうかね。ちょっと最後にちょこっ

と、あの、教育長に考え方を聞きたいなと思います。あ、町長に。

○町長（森田 増範君） 町長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

あ、待ってください。もう、あの数秒、１０秒で昼でありますんで、この答弁は休憩

して休憩後にしたいと思います。

そういたしますと、午後の再開は１時といたします。これで休憩いたします。

午後０時００分休憩

午後１時００分再開

○議長（野口 俊明君） そういたしますと、再開いたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。午前中に、大原議員より中学校の統合の検討ということ

について質問をいただいたところであります。私のほうから、まず答えさせていただき

たいと思います。

特に中学校統合ということにつきましては、まちづくりという視点の中で重要な大き

なテーマであると考えております。慎重に検討すべき案件であるというぐあいに思いま

すけれども、私自身は地元、それぞれの地元からこういったことについて大きな声、高

らかな声が生まれてくる。そうしたことを受けて、そういった事案、状況の中での検討

ということではないかなと思っています。今後の動きの中で、人口減少、特に若い方々

のそうした子供さんたちが減っていくという状況が急速に進んでくるという状況の中で

あるということを前提としてですけども、その場合には先ほど教育委員会のほうでも教

育委員長のほうで申し上げられましたように、義務教育学校という新たな視点の中で考

えていただく私は考えを持っております。今は移住定住、そうした今すべき案件につい

てしっかりと推進を図っていく、取り組みをしていくことであると考えております。
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○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。では、ただいまの御質問には教育長のほうからお

答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 学校は地域を守るとりでだと思っております。町長と同じ考

えでございます。

○議員（２番 大原 広已君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） はい。私もですね、何も、１０年後に統廃合をしなくち

ゃいけないというふうに思っているわけではありません。先ほども町長や教育長が言わ

れたように、少子化を食いとめて、毎年１００人以上の出生者がおれば中学校もそれぞ

れ１００人を切るようなことにはならないと思いますので、今は少子化の流れを食いと

めるほうがまず先じゃないかなというふうには思います。

若い、子育て世代の奥さんは町外から来られている方が多いですので、やはりこう何

といいますか、合理的な考えといいますか、１００人を切るような中学校ではという何

か不安なことがあって統廃合のことはどうなっとるということで意見を聞かれたんじゃ

ないかなというふうには思います。きょうはそういう面では当面の町の方針を聞けまし

たので、このことはまたそういう方々に出会えばまた報告したいなというふうに思いま

す。

時間が少なくなってきましたが、２問目のほうに移りたいと思います。

そうしますと、仁王堂公園の整備について、充実についてということで２問目を予定

しております。

質問項目を上げる前にですね、何で仁王堂公園をということについてちょっと話しし

たいと思います。

仁王堂公園はですね、旧大山町の時代に地方に１億円が、それこそ今で言う地方創生

の一環で流れてきたお金の１億円をベースにつくったというふうに聞いております。

うちの教育民生の委員会でですね、１週間ほど前に実は視察に行ってきたんですけど

も、仁王堂公園は今大山古道の坊領道の玄関口といいますか、淀江方面、所子方面、庄

内方面からの坊領道の起点になるところです。それで地域的にもインターから車で１０

分もかかりませんよね。五、六分で着くと思います。地の利もいいです。それでですね、

週末になると、若い子育て世代の町外の人もかなり含まれてると思いますけども、遊具

が充実しとるということでですね、たくさん来られます。駐車場もいっぱいになってお

ります。それでせっかく移住定住の事業もこうして情報発信しながら町としてはやっと

るわけですけども、仁王堂公園せっかく、そういう子育て世代といいますか、若い世代
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がたくさん来るのに、もうちょっと大山町の宣伝といいますか、何か、仁王堂公園から

発信できないかなというふうに日ごろというか、常に思っておりました。

そしたら、高麗地区の自主組織のかあら山の実名を出して恐縮ですけども、上万の福

見先生なんかが、かあら山に特化して仁王堂公園も整備したらどんなんかなというふう

な話がありまして、ああ、そりゃええ話ですなということが一つと、それから大山地区

のまちづくり大山のほうもですね、あの坊領道を整備する中で、かあら山城という平の

上手のほうにあるんですけども、そちらのほうに登れるような道を整備しようじゃない

かということで、まちづくり大山のほうも、大山小学校の鷲見校長を中心に活動されて

るということを聞きました。

そういうことでですね、大山の日本遺産にもなり、平成３０年に向けて大山開山１３

００年のムードが盛り上がってきとるんですけども、この里部といいますか、大山でい

えば高麗地区、所子地区あるいは名和町さん、中山のほうを含めて、里部のほうの盛り

上がりがもう一歩盛り上がってないんじゃないかなということでですね、そのかあら山

というのは、もう中世の時代から史実に出てきまして、名和の後醍醐天皇の時代にもか

かわりがどうもあるみたいです。

合併前の旧町の時代にですね、２００１年３月ですか、旧大山町の教育委員会が孝霊

山についてのこういう冊子をつくっておられます。というのが、今ちょっと言いました、

かあら山城の史跡を文化財としてちゃんと検証といいますか、ちゃんと残さないけんと

いうことで調査された資料が１冊にまとめられております。大山町の文化財と書いてあ

ります。

そのようなことでですね、ぜひともあの仁王堂公園を拠点にして、もっと地元はもと

より町外にも発信するイベントに持っていきたいな、というふうにできたらなというふ

うに思いまして質問しました。

じゃちょっと質問を、質問項目を読みます。

１、大山開山１３００年に向けて、里部地域の観光、交流の拠点としてアンテナショ

ップや駐車場などの整備する考えはないか。２番、子供の遊具の更新の予定はあります

か。３番、孝霊山の登山ルートの整備の予定はないか。以上３点、よろしくお願いしま

す。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。２点目の質問をいただきました。仁王堂公園の充実をと

いうことにお答えをさせていただきます。

まず、アンテナショップや駐車場などを整備する考えはないかという御質問でありま

すが、昨年の３月議会の一般質問に際してお答えをいたしておりますとおり、仁王堂公

園はあくまでも町民の憩いの場であり、集客を目的とした観光施設ではないと考えてい
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るところでございまして、施設の利用目的に沿った整備を図っていく考えであります。

次に、遊具の更新についてでありますが、平成２３年度に遊具の大規模更新を行った

ところでもございまして、現在多くの皆さんに大変喜んで御利用いただいているところ

でございます。特に施設整備に問題は生じていないものと認識をいたしておりまして、

当面更新の予定は考えていないというところでございますので、御理解をよろしくお願

い申し上げたいと思います。

最後に、孝霊山の登山ルートの整備の予定はないかとの御質問でありますけれども、

孝霊山からの眺望は確かにすばらしいものがございます。ただ、ほとんどが私有地とな

っておりまして、町がかかわって本格的な登山道の整備には多くの地権者の御理解と、

また整備費用が必要となってまいります。整備につきましては、整備の主体や維持管理

のこともあわせ、慎重に検討する必要性があるものと認識をいたしているところであり

ます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（２番 大原 広已君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） はい。去年杉谷議員がですね、仁王堂公園の整備云々と

いうことで一般質問を実はされております。そのときにも町長が先ほど答弁されたよう

にですね、今以上の利用といいますか、活用は考えていないということでした。

それはわかった上でこのたびまた新たにもう一回引っ張り出したというのは、やはり

さっきも前節でちょっと言いましたけども、せっかく大山が日本遺産にもなり、開山１

３００年に向けて盛り上がってきておりますけども、どうしてもこうじゃこっちの里部

のもんは何をするの、何の協力ができるのということがやっぱり皆さん出会えばやっぱ

り口々に口にされます。もちろん、あの大山のその開山１３００年のことに町民みんな

が直接かかわるということはもちろんないわけですけども、せっかく町内でそういう自

分たちが生まれてこの生きとるこの時代にですね、そういう大きなイベントがあるとい

うことはある意味、町民としてもですね、何かかかわりが持ちたいなというふうに思う

のは当然だと思います。だけども、何ができるといったときには、やはり、あの大山の

その１３００年祭のイベントに合わせてこの里部のほうも連携して、大山町は当然大山

で有名なんですけども、里部あるいは海岸部のほうにもいろんな魅力的なことがありま

すよということを同時にアピールしてですね、大山町自体の町が、観光大国といいます

か、観光の町ということを、大山のこのイベントをうまくこう相乗効果が、あの山側と

里側が相乗効果を上げてやる。逆にあの、何といいますか、最後のチャンスと言ったら

おかしいですけれども、こんな、あの、大山寺と里のほうが連携してやれる時期という

のはもう二度とやってこないんじゃないかなというふうに思いますので、確かに仁王堂

公園、目的以上のことをまたやろうと思えば財政的な出動が当然必要になります。かあ

ら山も整備するとなれば、当然お金も要ります。
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ですけど、これから先そういうチャンスはないんじゃないかな。里のほうの住民と一

体化して、何かこう盛り上げていくということがほかに何か、いい見本がありますでし

ょうか。私は、ぜひともさっきも言いましたけども、かあら山の整備を通してですね、

名和の名和長年の時代のことともかあら山はつながっておりますし、さらに中山のほう

まで町全体が、歴史の町のアピールをするいいチャンスじゃないかなというふうに思い

ます。

最後に、町長のほうに、整備する考えはないと言われましたけれども、こっちの里の

ほうの地域の自主組織の活動も絡んでおりますし、ぜひともこの１３００年のこの時期

にですね、里部のほうを盛り上げる方策として考えていただきたいなというふうに思い

ます。もう一回、町長の所見をお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。仁王堂公園の充実をというテーマの中から、大山開山１

３００年に絡めての取り組みの充実をという町全体への動きをという御質問かなという

ぐあいに受けとめさせていただいたところでありますけども、今おっしゃいますように

平成３０年に向けてまずは大山寺が創建された１３００年であるというところで、宗教

的な法要であったりとかそういうものが宗教法人等々で進めていかれます。それを単に

そういった宗教的な行事ではとどめることなく、もっともっと観光、広域観光にもつな

げていこうということの必要性があるのではないか。そういう思いを関係者、あるいは

民間事業者の皆さん等々いろんな方と御意見を伺う中で方向性が出ました。大山開山１

３００年、伯耆の国という広いエリアの中での大きな観光誘客の事業にしていけたらと

いうことでまずあります。

ただ、そういう中で、大山町として進めていくこととして、まず大山寺自体の現状を

見る中で、やはりきのうからもそうでありますけれども、もっともっとにぎわいの復活、

あるいは信仰、歴史文化、そういったことをしっかりとこの１３００年に向けて示して

いかなければならない、発信していかなければならないというような大きなテーマもあ

りまして、日本遺産等絡めながら、これから急々でありますけどももっともっと力を入

れてやっていこうということであります。

整理をしますと、誘客に向けての環境整備というテーマと、それからいわゆるイベン

ト、催し物、これをどうつないでいく、インバウンドにまたつなげていくかということ

かなと思っています。そうした中で、これから大山寺においても環境整備の部分で、ま

た予算面も含めて県との連携もしながら、議会のほうにもお願いをしていく場面も出て

くるというぐあいに思ってはおるところであります。

それと同時に、日本遺産という経過の中で、議員おっしゃいましたように地蔵信仰が

育んだ日本最大の牛馬市という中での道、大山道という一つのストーリーもあります。

大山道、坊領道、町にとっては坊領道ということがかかわるわけでありますけども、そ
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うした道をつなぐストーリーということもありまして、坊領道からおっしゃいますよう

な仁王堂公園のエリア通って重伝建であります所子集落、そういったところも日本遺産

の中のストーリーとしてしっかりともう位置づけがしてあります。そういう意味合いで、

１３００年に向けていろんなつながりの中でどう町内を回遊していただくかということ

も一つのポイントになっています。

と同時に、日本遺産そして大山開山１３００年のテーマはやはり地蔵信仰というテー

マの中で大山さんのおかげということだと思っておりまして、そのことに関しますと本

当に信仰の関係から歴史の関係、文化、食あるいは産業、いろんなことにつながってい

くと思っています。

町としても、ずっと年間を通じてさまざまなイベントを行っています。町内の町民の

方々を対象としたイベントが中心ではありますけれども、これをもっともっと外に発信

していくこともあるんじゃないかなというぐあいに思っているところでありまして、新

しい展開をどんどんしていくということもありますけれども、今までやっていたことを

さらに充実させていったり町外に広げていったり、あるいは歴史的なことについてもも

っともっとつなげて町外に発信していく。そういった取り組みもこのたびのテーマでは

ないかなと思っているところでありまして、今現在いろいろな取り組みをしております

ことをしっかりと内容の確認をしていってつなげていって、さらに魅力ある町外に発信

できるような形の中での１３００年のこれはイベントという展開も考えられるんじゃな

いかなと思っているところであります。今後に向けて、そういった思いを、そういった

状況を検討しながら、また住民の皆さんのほうにもいろいろなイベント、かかわりの中

で御協力をいただいたり、あるいはそれを町外にもっともっと発信していくという作業

に進めていけたらなというぐあいに思っているところであります。よろしくお願いをい

たします。

○議員（２番 大原 広已君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 大原広已君。

○議員（２番 大原 広已君） 時間がなくなりましたが、各まちづくり会議のほうでも

大山に絡むいろんな事業をですね、起こしかけておりますので、また大山地区以外のと

ころから出てきた意見もまた、ぜひとも、町長酌み取っていただきまして、検討課題に

していただきたいなというふうに思います。

以上で終わります。ありがとうございました。（「議長、休憩をお願いします」と呼

ぶ者あり）

○議長（野口 俊明君） はい。以上で２番、大原広已君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 休憩いたします。

午後１時２３分休憩
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午後１時２５分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、９番、野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） はい。９番、野口でございます。

きょうは１問、大山町障がい者プランの実施についてということで質問させていただ

きます。

本町では、障害のある人の自立と社会参加の支援を総合的に推進し福祉の増進を図る

ことを目的に２４年に第３期障害福祉計画が策定され、ノーマライゼーションの実施を

目指して施策が実施されております。平成２７年、昨年の３月には大山町障がい者プラ

ンが策定され、実施されております。さらに、本年４月１日から国のほうで障害者差別

解消法がスタートしました。

県では障害者福祉施策の６項目の目標を掲げ、６項目といいますとまず一つに障害者

に対する理解の促進、２つ目として地域における生活場所の確保、３つ目、障害特性に

応じた障害福祉サービスの提供、４つ目、情報アクセス⋞コミュニケーション支援、５

つ目として就労系事業所における利用者の工賃の向上、一般企業等への就労支援、６つ

目として障害者アート活動に対する支援等の６つの項目を国、県、市町村、関係団体が

それぞれの役割に基づいて連携しながら取り組むことが必要だといって取り組んでおら

れます。

町長は、２８年の施政方針で本年４月から施行される障害者差別解消法の趣旨を踏ま

え、よりよい日常生活や社会生活を送っていただくことができるよう、障害者自立支援

給付事業、補装具や日常生活用具の給付事業等のほか、医療費助成、住宅改良助成など

の単町事業とあわせて生活の質の向上に努め、障害を理由とする差別のないともに生き

る社会づくりを目指しますと述べておられます。

本町では社会福祉センター、詳しく言いますと就労センターといいますか、小竹の郷

が５周年を迎えまして、５周年の記念式典が挙行されるなどしております。

障害福祉は非常に範囲が広い中で、心の健康についてのことを私はお尋ねしたいなと

いうところでございます。

障がい者プランの課題別計画に記述されております、この昨年の３月に作成されまし

た障がい者プランの中にいろいろと計画が記述されておりますが、その中でまず１つ目

といたしまして啓発⋞広報活動の推進で大山チャンネルを利用した障害への理解促進と

いうことが書いてございます。これは障害者の方の状況なりですね、いわゆるいろんな

障害への理解を得るために大山チャンネルを利用して番組をつくっていくんだと。番組

をつくって大山チャンネルで流してということでございますが、私も見たこともないよ

うな気がしますけれども、これをつくるということでうたってありますので、これがど

ういうような形でやられているのかということを伺いたいわけでございます。

２番目といたしまして、生活支援で相談支援体制の充実強化、それからサービス等の
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提供体制の強化ということが書いてございます。これにつきましてですね、現在の進捗

状況はどうかということでございますし、それから、相談支援をされる中でですね、手

帳所有者の方に訪問サービスができる、訪問サービスを行っておられると思いますけれ

ども、この訪問サービスがですね、皆さん方に行き届いているかということ、それから

訪問サービスをどの程度のですね、頻度で行っておられるかということをお尋ねすると

ころでございます。

それから、３つ目といたしましてですね、町内就労支援事業の活動に対する支援、就

労支援事業所の確保というものはですね、どういうことになっているかでございます。

町内のですね、近隣、町内とか近隣の大山町民が利用しているところの就労支援事業所、

これはですね、どういうところがあるかということを伺いたいなと。それでですね、皆

さん方がそれらの利用されて、大体充足している状態であるかということもちょっと伺

いたいなというところでございます。

それから、３番目といたしましてですね、デイサービス利用で、デイサービスといい

ますとデイケアの関係でございますけれども、デイケアの関係でですね、心の健康づく

りの精神障害者デイケアの継続をするということが書いてございますけれども、心の健

康づくりのデイケアというものがですね、どこの場所でどのような形で実施され、現在

利用者数はどのくらいあって、それでそれはですね、要望者数に、要望者の方からです

ね、希望のある方を満足させている状況にあるかということをですね、お伺いしたいわ

けでございます。

以上についてお伺いいたします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。野口議員より、１問質問をいただきました。大山町障害

者プランの実施についてということであります。お答えをさせていただきます。

まず、１点目の啓発、広報活動の推進で大山チャンネルを利用した障害への理解促進、

これの実施状況はということについてであります。

平成２７年３月に策定をいたしました大山町障がい者プランの周知につきましては、

同年５月の、同年５月号の広報だいせん、町ホームページには掲載を行ってまいりまし

たけれども、大山チャンネルを活用した障害への理解促進を図る取り組みにつきまして

は未実施となっているところであります。今後内容を検討し、理解促進を図ってまいり

たいと思うところであります。

２点目の生活支援で相談体制の充実強化、サービスなどの提供体制の強化、この進捗

状況はという御質問についてでありますが、障害の程度や症状はさまざまであり、当事

者や家族が抱える悩み、不安もさまざまであります。障害のある方が地域で安心した生

活を送ることができるよう、担当課での相談に加え障害者相談支援事業所、これは５事
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業所ありますが、これに対して生活全般の相談も含めた一般相談を委託しているところ

であります。

障害福祉サービスを利用する際には、相談支援事業所が作成するサービス等利用計画

書が必要となりますが、現在町内にはサービス等利用計画書を作成する指定特定相談支

援事業所と呼ばれる事業所が２カ所あり、地域に密着した情報提供や助言などの支援が

なされているところであります。

また、障害も含めた幅広い分野の相談体制といたしましては、平成２７年度からは高

齢者や障害のある方の権利擁護のため、弁護士、司法書士、税理士、社会福祉士などで

構成されております一般社団法人権利擁護ネットワークほうきに事業委託をいたしまし

たなんでも相談会、これを実施をし、専門家による相談の機会を提供いたしているとこ

ろであります。

あわせまして、町保健師及び社会福祉士による相談も随時行っているところでありま

す。

３点目の町内就労支援事業所の活動に対する支援、就労支援事業の、就労支援事業所

の確保はということでありますが、障害者就労施設で就労する障害者や在宅で就労、在

宅で就業する障害者の経済面の自立を進めるため、国や地方公共団体、独立行政法人な

どの公機関が物品やサービスを調達する際、障害者就労施設からの優先的、積極的な購

入の推進を目的として、平成２５年４月から障害者優先調達推進法が施行され、本町に

おきましても管理職会などを通じて利用のお願いをいたしているところであります。

障害者就労施設は生産活動における事業収入から必要経費を控除した額に相当する金

額を工賃として支払うことから、町が主催または共催する幾つかのイベントの際には、

町内障害者就労施設へのバザー出店の機会の提供、町内障害者就労施設から参加賞など

として物品を購入することで事業所への支援やＰＲを行っているところであります。

また、製造業務や草刈り業務など事業所への委託可能な業務はないか、現在検討いた

しているところであります。

次に、４点目の心の健康づくりの精神障害者デイケアの継続実施について、どこでど

のような形で実施され、現在の利用者数、また要望者数を、現在の利用者数を、また要

望者数を満たしているか、連携はスムーズかという御質問をいただいているところであ

りますが、精神障害者デイケア事業は自宅に閉じこもりがちな方に対して対人間関係の

学習や自立のための支援を行い、社会に出るきっかけとなる機会の提供を目的として実

施いたしております。事業は毎月２回、年間２４回、福祉センターなわ、福祉センター

だいせんを会場として調理実習や季節に合わせた行事、レクリエーションなどを行って

おりまして、平成２７年度の利用者数は実人数で１８名、年間では延べ２２７名の方が

参加をされております。本年度でも、同程度の利用者数でスタートいたしているところ

であります。

要望者数を満たしているか、連携はスムーズかということについてでありますが、町
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といたしましては、精神障害者デイケア事業を自宅に閉じこもった生活を続けている方

が一歩踏み出す場として御利用いただければと考えているところであります。

しかし、長期間閉じこもっておられる方は外出することにも抵抗を持たれる方々が多

く、町としてこのような方を把握した場合、まずは本人や御家族との信頼関係を構築す

る中で主治医などと連携をしながら、徐々に精神障害者デイケア事業を初めとする各種

の支援施策に結びつけられるかかわりを持つことができるよう努めているところであり

ます。このような方は町が把握している以外にもおられると捉えており、要望者数を満

たしているかどうかを申し上げることは難しいかなというぐあいに思っております。

精神障害者への支援環境は、就労支援や日中活動を目的とした障害福祉サービスを提

供する事業所が町内や近隣市町村にも増加するなど、以前に比べ選択肢が多くなってい

ると認識をいたしております。精神障害者デイケア事業から障害者福祉サービス利用へ

移行されたり、デイケア事業を、デイケア事業を利用せずサービス利用につながるケー

スもありますので、ケースによっては本人や御家族、各事業所、主治医、保健師及び担

当の相談支援員、相談支援専門員などがその方にとってより適切な支援が提供できるよ

う連携して努めているところでありまして、今後も連携を深め支援をしてまいりたいと

考えているところであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） ただいまの答弁の中でですね、この大山チャンネルの利

用についてはまだ着手していないというようなことがございましたけれども、これらに

ついての具体的にやっぱり着手して差別解消といいますか、この障害者の方の差別解消

なりそれから社会進出というようなことを少しでも促していくというようなこと、また

皆さん方に理解してもらうというようなことからですね、大山チャンネルを使ってのそ

ういうような活用というものは大切でないかなというぐあいに思ったりするわけでござ

いまして、これらの利用促進について図りたいということでございますけれども、目途

としてはですね、どのぐらいの、いつごろぐらいからでも実施したいがというようなこ

とがあったらお聞きしたい、お聞きしたいということでございます。どうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当よりお答えをさせていただきます。

○福祉介護課長（松田 博明君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 松田福祉介護課長。

○福祉介護課長（松田 博明君） 野口議員から、大山チャンネルにかかわってのさまざ

まな啓発なり、そういった形でのいつごろになるかというようなことで御質問ありまし

た。
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答弁でもありましたように、現在のところでまだ具体的な着手ということになかなか

できてないというところでありまして、これからどういった内容にしていくものがいい

かというものを考えていかなくてはいけないんですけども、１点は先ほども議員がおっ

しゃいましたようにその障害サービスの内容について広く理解を求めていくという内容

もあろうかと思いますし、もう一つは町内の各事業所さん、それぞれの事業所がいろん

な形で取り組みをされていらっしゃいます。そういった内容も理解をしていただくよう

なものもあっていいかなというようなことで、検討しているところであります。

ただ、それが具体的にいつからというのはなかなか今の段階では非常に申し上げにく

いちょっと日程ということで、御容赦いただきたいと思います。

○議員（９番 野口 昌作君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） 今ですね、いつからというようなことはなかなか難しい

ということでございましたが、できるだけ早くですね、そういうことにスタートしてい

ただいたらなというぐあいに思ったりいたします。

それから、聞いてみますと、私も今聞いてですね、感じた、思ったわけでございます

けれども、この障害者の皆さんへのこの保健師さんのですね、訪問というものが大体に

あるのかなというぐあいに思っておりましたけれども、それは聞いてみますと、あった

にしてもほんの少しというようなことでないかなということで聞きました。指定特定相

談支援事業所というのがですね、現在町内に２カ所あってということでございますけれ

ども、これはどことどこかというやなこと、差し支えなかったらですね、教えていただ

いたらなというぐあいに思ったりするわけでございますが、どんなもんでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当から答えさせていただきます。

○福祉介護課長（松田 博明君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 松田福祉介護課長。

○福祉介護課長（松田 博明君） はい。町内の指定特定相談支援事業所２カ所でござい

ますが、１カ所目が障害者生活支援事業所はまなす、それからもう１カ所が大山町社会

福祉協議会サポートセンターだいせん、この２カ所が町内にある支援事業所になってお

ります。

○議員（９番 野口 昌作君） はい、わかりました。なら、はなますのほうと……。

○議長（野口 俊明君） はい、議長の許可を得て。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） はまなすのほうとですね、福祉センターだいせんのほう

でやられるということでございまして、あの、保健師さんのほうの関与はかなり少ない
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ということでないかなというぐあいに聞いたりしたわけでございます。

それからですね、障害者就労施設等からこの優先的、積極的に購入の推進を図ってい

るということでございますけども、あの、これらですね、障害者の施設のほうからいろ

いろな商品が出ていると思いますけれども、その中で大山町でですね、買っておられる

のはどういうものでしょうか。優先的に買っておられるということでございますが、そ

ういうものもちょっとお聞かせいただいたらなというぐあいに思いますが、どうでしょ

う。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。いろいろな各課でイベント等があるわけでありまして、

そこで活用させていただいているというところでありますけども、それぞれ承知してい

る範囲内でお答えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。

○福祉介護課長（松田 博明君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 松田福祉介護課長。

○福祉介護課長（松田 博明君） 町内の事業所さんでつくられているもの、どういった

ものを購入しているかということでございます。

個々の事業所でどういったものを、その都度どういったものを購入したかというとこ

ろまではちょっとこちらのほうで申しわけございません、把握しておりません。全体的

な事業費、金額については取りまとめて公表するようになっておりますので、金額につ

いては把握しておりますのでお許しをいただきます。

ちなみに、昨年度の２７年度……。済みません、２５年度ですが、このときはですね、

件数としては１件、１３万１０４円であります。２６年度は、残念ながらちょっと利

用実績がありませんでした。２７年度につきましては、３件で１９万……。失礼しまし

た、５件で３９万０２６円を町の事業所から購入。ただ、これはいわゆる町直接ある

いはそれに近い形で購入した数字でありまして、これとはまた別に町内の各団体からも

町を通さずに一応直接各事業所さんにお願いをして購入をいただいているケースもあり

ますので、ちょっとそのあたりの数字はちょっと把握はできておりません。

具体的にどういったものをつくられているかといいますと、御存じかと思いますけど

も、ジャムとかですね、ケチャップ、それからシイタケとかですね、焼き芋とかですね、

そういったものを町内でつくっておられます。あと藻塩とかですね、そういったものを

各事業所さんのほうでつくられておられます。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） 今、あの２７年でですね、３５万０２６円ですか、と

いうようなことで購入しているということでございますが、これは本町内での、本町内

での生産されたものはそのうちどの程度あるでしょうかな。本町内で、大山町内での。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当からお答えさせていただきます。

○福祉介護課長（松田 博明君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 松田福祉介護課長。

○福祉介護課長（松田 博明君） 町内からどういったもの、どういった金額ぐらいを購

入したかということです。

申しわけありません、全体的な金額のみちょっとこちらのほうでは報告を受けており

まして、具体的に何を買ったか、どこで買ったかということは、済みません、私のほう

ではちょっと把握しておりませんのでお答えしかねますので、よろしくお願いいたしま

す。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。ええと、購入先が地元の町内の事業者さんでありますの

で、基本的に先ほど担当が述べていたジャムだったりとかいろいろな生産品については

地元のものであるというぐあいに私は思っておるところであります。事業さんが外から

購入されたものがあるとすれば、そこはちょっと違うかもしれませんけれども。よろし

くお願いします。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） 今ありましたように、町内の業者の方から買っておられ

るということでございます。これから先もですね、やっぱりこういうような購入という

ことは進めていただきたいなというぐあいに思ったりするわけでございますが、町長、

この点についてはどういう考え方で臨んでいただけますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。冒頭にも申し上げましたように、課のそれぞれの職員の

ほうにもこういった話をしておりますので、今後にもまたいろいろな場面で利用させて

いただくということになると考えております。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） ええとですね、デイケアの関係でも聞いてみますと、福

祉センターなわとかそれからだいせんのほうで毎月２回、年間２４回ということでです

ね、やっておられるということでございまして、私もその詳細については把握はしてお

りませんでしたけれども、こういうことを聞いてですね、本当に少ない回数、少ない人

数だなというぐあいに思ったわけでございますが、このデイケアのサービス事業につき
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ましてですね、これが少し最初に県のほうもですね、やっぱり国、県それから町村なり

事業者なりということでですね、連携してやっていかなければいいぐあいにいかないが

というようなことをうたっておりましたが、この関係でですね、少しトラブル、スムー

ズに進んでいるということでですね、スムーズに進んでいるけども、町のほうではです

ね、さらに連携を深めて支援してまいりたいというぐあいに言っておられるわけでござ

いますが、少し聞きますとですね、この辺について少し何かトラブルというか、トラブ

ルまではいかないとは思うですけども、何かちょっとしたことがあるようなことを聞き

ます。

そういうことでですね、このデイケアのですね、利用者の皆さんが明るく生きる方策

を考えていただいてですね、これは障害のある人もない人もその人らしさを認め合いな

がらともに生きる社会を目指して対応する狙いで、障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律がですね、施行されたわけでございまして、これらを学習、研修しておら

れるとは思いますけれども、そういうこともですね、勉強していただきましてですね、

この利用者に対してその希望者の意思に基づいた、そして障害のある人もない人もその

人らしさを認め合いながらともに生きる社会を目指して対応する。いわゆる障害のある

人もない人もその人らしさを認め合いながら、ともに生きる社会を目指して対応する。

これがいわゆる合理的配慮というようなことで言うそうでございますけれども、合理的

配慮をですね、行って、参加をですね、断るようなことがないようにという、しなけれ

ばならないなというぐあいに思ったりするわけでございますけれども、あの、具体的に

どうのこうのということはなかなか難しいわけでございますけれども、この合理的配慮

を取り入れてですね、町長、このデイケアのですね、サービスを受けたいがというよう

なことがあったらですね、ぜひ受け入れてあげてですね、そして社会進出を一歩でも近

づけてあげたらというぐあいに思ったりいたしますけれども、町長、この点についての

考え方はどうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。私もそのように承知いたしておりますけれども、担当の

ほうからお答えをさせていただきたいと思います。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 失礼します。精神障害者デイケアを所管しております

健康対策課でございます。

先ほど野口議員さんが御質問の中でありました事業所と町との連携を持って進めてい

ただきたいということでございますが、町と事業者のほうで連携を持って進めるという

ことは当然のことだというふうに考えております。

そしてその精神デイケアと呼んでおりますけども、この事業につきましては、まずそ
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の対象とする方をやはり自宅に閉じこもっていらっしゃってなかなかその一歩を踏み出

すことが難しいという方につきまして、そういった方が社会の中に一緒に出ていって生

活ができるようなところまで一緒になって支援していきたいということを目的として実

施しております。

ただ、町長の答弁にもありましたように、現在町内あるいは西部圏域ではいろいろな

サービスのほうは提供されておりまして、その精神デイケアを通じずに直接サービスを

利用される方もあるように聞いております。そういった中で、私たちといたしましても

御家族、そしてその方、当然その方、そして御家族の方、そういった方ときちんと理解

を得ながら、そして意思疎通を図りながら、その方が一歩外に出るような取り組みを進

めていくためには、まずはそういった事業所、そして専門職の方、そういった主治医の

先生、そういった方と連携をとりながら進めてまいりたいというふうに考えております。

その中で、やっぱり利用者の方にはデイケアの目的につきましてきちんと伝えていき

たいと考えておりますし、事業のあり方につきまして御理解を得ながらデイケアが最後

は就労支援とかに、そういった社会参加につながるようなふうに努めてまいりたいとい

うふうに考えております。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） 今、答弁の中でですね、やっぱり大変だと思います。い

ろいろな機関のほうと相談しながらやっていくんだということでございますけれども、

あの、いろいろな相談があったりすると思います。障害者の方からのですね、相談とか、

それからデイケアに行きたいとかというような相談があったりすると思いますけれども、

それらについても今のこの法律の中で合理的配慮というのが、やっぱりその捉え方が合

理的配慮ということでいって、これはやはりその方々のですね、考え方を十分に取り入

れるというような考え方のようでございます。その該当者の方がですね、こういうこと

をやりたいがとかというようなこと、それらをですね、本当、言われることを聞いてあ

げるというのが、どうも何かそういうようなのが合理的配慮というやな捉え方のようで

ございまして、そういうことをですね、十分に私も説明が少し足りんとは思いますけれ

ども、理解もまだ１００％理解しておりませんけれども、そういう中で十分に研修して

いただき学習していただいて、障害者の方へのサービスを一歩一歩よくしていただきた

いなというぐあいに思うわけでございますが、町長、最後にですね、この点についての

御答弁をいただいて終わりにしたいと思いますが。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当のほうから答えさせていただきたいと思いますけど

も、合理的配慮を踏まえたサービスの提供ということであります。

先般も西山議員さんのほうからこの件についても一般質問をいただいたりということ
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で、職員も含めて勉強させていただいているところであります。

担当のほうから答えさせていただきます。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） まずはやはりその該当者の方が社会に一歩踏み出して

いただくということが大切かと思っておりますので、やはりそういった方の思い、そし

て家族の方の思い、そういったものをきちんと受けとめながら、その思いがいかにして

実現できるかということをきちんと周りの専門の方と相談を得まして、その方にとって

最もやはり適切なものに対して望めるような対応をしていきたいというふうに考えてお

ります。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。

○議員（９番 野口 昌作君） 以上で質問を終わります。

○議長（野口 俊明君） 以上で９番、野口昌作君の一般質問は終わりました。

⋞ ⋞

○議長（野口 俊明君） 以上で本日の日程は終了しました。

次回は６月２１日火曜日に本会議を再開しますので、定刻午前９時３０分までに本議

場に集合してください。

本日はこれで散会いたします。

午後２時０２分散会
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